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富LL[駄中央植物[那井究報告

地涌金蓮(Musella lasiocarpa)の菜と竜葉の葉序について

大宮　徹

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

Phyllotaxis of Leaves and Bracts

of Musella lasiocarpa (Musaceae)

Tohru Ohmlya

BotanlC Gardens or Toyama,

42 KamlkutsuWada, Fuchu-machl, Ne上-gun. Toyama 939-2713, Japan

Abstract : PhyllotaxIS Of leaves and braets was observed on MuselLa Lasiocarpa. 2/5

phyllotaxIS for follage leaves. and 3/8 phyllotaxIS for bracts were respectively Indi-

cated. TransltlVe Stage from the follage leaf to the bract showed Intermediate value

of phyllotaxis between 3/8 and 2/5.

Key words phyllotaxIS. Musella laswcarPa

Musplla EastocarPa (Franeh ) C Y Wu ex H

WLl (中国名:地涌金蓮､和名:チョウキ

ンレン)は中国雲南省特産のバショウ科植物

で､亜熱帯地域に分布する(李1978)とされ

ていることからか日本国内では一般的に温室

植物として栽培されているが､富山県中央植

物園では､中国科学院昆明植物研究所から導

入した昆明市の北西約80kmの武志高橋(標高

1.850m)産の5株を1998年4月から屋外に

植栽し､増殖している(図1a)0

MzESelLa属を含むバショウ亜科は葉や竜葉

が螺旋状排列をとることで､それらが二列に

排列(dlStlChy)するゴクラクチョウカ亜科と

区別されている｡葉や竜葉などの葉的器官は
一定の規則的排列をとることが多く､これを

菓序と呼ぶが､チョウキンレンにおいても葉

と竜柴の排列にそれぞれ何らかの規則性のあ

ることが期待される｡そこで､チョウキンレ

ンの葉と竜葉の排列を､外観から観察できる

範囲で調査した｡

結　　果

葉は楕円形で､栄養成長のもっとも盛んな

とき､葉身の部分は長さ80C｡-90cm､帽

25cm余り､葉柄の聞出した部分は30cmまで

成長した｡この値は最大値であるとはいえ､

雲南植物志(呉1979)や中国植物志(李1981)､

さらにSlll(1999)における記載で葉身は長さ

50cm､幅20cmとなっているのに比べて大きめ

である｡葉は､はじめは上を向くが､やがて

平間し､放射状に拡がるo葉柄の基部は広く,

相互に重なり合ってバショウ科に一般的な

｢偽茎｣を形成するo

開花が近づくと､新たに展開する葉は通常

の葉に比べて大きさ､形ともに異なったもの

となり次第に屯葉へと移行してゆく(図2)0

植付け後1年ないし2年間栄を成長をつづけ

たのち初夏から初秋の間に､高さ60cm～70cm

の株の先端に花序をつけた(図1a)C花序は

上向きで節間は短く､総花柄は外からは見え
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図1･屋外に植栽した地涌金蓮･ a:開花した軌b:花序(開花開始3日後). C:雌花.

d:耐生花･ e:葉身を取り除いた栄養成長期にある軌f:花序に見られる接触斜列線.
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大言:地涌仝超の柴序MZlreh 2002

図2.地涌金蓮の普通葉から琶葉への移行.黒い部分は葉軌　a-b:普通菓(し, i/). L'は花序

に近く､やや′トぶりの乗. C-e:移行的な葉(Ml-M3).柴身はしだいに狭くなる. f-h:移行

的な萄葉(M4-M6).葉柄が発達し黄色を帯びる. I-J :外側の葛葉(B)とより内側の琶菓(B′).

Bに残る附属体状の葉身が､ B′では見られない. B′先端の灰色の部分は暗紫色.
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ないC　開花が始まると､ 1日に1-2個の萄

柴が花序のrTJ心軸の周りに展開し､それぞjl

に3-4個の花が開花する(図1b)｡花は豊

富に蜜を分泌するC　はじめの15個前後の萄葉

に包まれた花は雌花で(図1C)､それ以降の

包葉では両性花に移行する(囲ld)｡ただし

両性花は雌花に比べて柱頭が次第に小さくな

る傾向がある｡開花は数ヶ月間つづき､雌花

では子房がふくらんだが､種子は得られなか

った｡

普通葉から包葉への移行のようすをみる

と､まず柴身が徐々に被針形となり､長さも

短くなる(図2a-e:L-M3)｡これらは移

行的な葉と考えられるD　ひきつづいて葉柄の

姑部が広がり三角形となり､ほぼ全面黄色を

望するようになる(図2f-h:M4-M6)o

これらは花をもたず､移行的な竜葉と考えられ､

葉身は､その先端に小さく残る(図2f-h)｡

花をもった竜葉では黄身は楕円形の付属体の

ような形となり､先端に鈎状に付着する(図

21:B)｡さらに内側の葛葉では､こうした

lJfr.jfJ体はなくなり､先端には暗紫色を帯びて

稚い部分が残るのみであるが､これが棄身の

痕跡であるかどうかは分かっていない(図2J

li′)｡

栄養成長期と開花期をとおしてチョウキン

レンの柴や竜葉は真上から見ると放射状に拡

がっているC　これらの排列にと､のような規則

性があるかを調べた)

まず普通葉の柴序を調べるため､栄養成長

旭日二ある柴の葉身を除去して基部の節から順

に番〉J札をつけ､真上から撮影し(図1e)､

となりあった節の葉がなす開度を調べた｡撮

uZrrlfの番号00,01,02,-･】5をLO, Ll, L2,

lJ5として､それそれ　一つ持1).の節との間

で力■二のなす角度を7Jくしたのが表1である｡こ

の結ilと､柴の開壕は右回りに平均約144.5-で

あった　この他を累計し､ 36()｣で割った値は

柴の荊′LJTr､を卜邦から川削二結ぶ基礎螺旋が偽

半のLfl心軸の伺;)をluj-,た回転数となるが､
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回転数が整数に近いところが5節ごとに現れ

各2回転しているので､菓序は2/Sである

ことが示唆される(蒙1)｡

次に芭葉の葉序を調べた｡箇条には明瞭な

中肋のような組織はないので､その先端と花

序の中心軸とを結ぶ線を便宜的に琶葉の中軸

と考えた｡花をもった竜葉に移行する直前の

移行的な竜菓(M6)からひきつづいて､花を

もった竜棄(Bl, B2, B3.･･･)へと順を迫っ

て測った開度を表Zに示した｡この結果､平

均は右回りに約135ニであった｡普通乗と同様

に回転数が整数となるところを探すと､ 8節

ごとに3回転していることが分かる｡よって

3/8の葉序であることが示される(表2)｡

これと同時に展開前の竜葉の重なりを真上

からみると(図1f)､竜葉の先端を結ぶ5つ

の右回りの列が認められる｡このような曲線

は螺旋葉序を表硯する接触斜列線と呼ばれる

が､この5列の右回りの接触斜列線をもとに

表1.普通葉の開度

節の番号は､観察時に最も基部に近くて測定可

能なところを出発点にLO, Ll, I.2, ･･L15とした

開度はとなり合う節間で双方の乗が､偽茎の中

心軸に垂直な平面上でなす角度.太枠で問った

数値が整数に近いと考える(5節ことに基礎螺旋

は約2回転している)

節の番号 丶ｩ7��累計回転数 

LO �� ��

Ll ��C"經R�142.55 ��

L2 ��SBﾃc��297.24 ��

し3 ��3b繝hv�C3B�����

L4 ��Cゅコ�582.95 ��

L5 ��3��8cR�713.1 ��

L6 ��32絣�846.6 ��

L7 ��S"緜��999.21 ��

L8 ��3ゅ"�1137.41 ��

L9 ��C�����1278.59 ��

Lュo ��c"繝r�1441.46 ��

Lll ��CR�3��1586.85 ��

L12 ��Sr�32�1744.18 ��

L13 ��C"�"�1886.38 ��

L14 ��3R繧ﾆ�� 

L15 ���ゅ澱�2131.18J5.919944444 
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表2.花をもった萄葉の開度

姑後の移そ)的な局葉(M6)を出発点とした数値

花をもった位柴Rl, R2, -, B18までの基礎螺旋

のlul転牧を求めた.太枠で囲った数値が整数に

近いと考える(8節ことに3回転している). Bl

-R15は雌花､ 1316以降は両性花であった.

節の番号 丶ｩ7��累計 弌�5ﾙ�B�

M6 �� ��

Bl ��3ゅB�l138.4 ��

B2 ��#b��R�264.45 ��

B3 ��3r����401.63 ��

B4 ��3ゅ#��539.91 ��紊涛sR�

B5 ��3ゅ3B�678.25 ��

___BA__ B7 ��#偵C��807.74 ��
146.75 涛SB紊�� 

B8 ��#R經��1080 �2�

B9 ��3ゅB�1218.4 ��-To ��32緜��1352.08 ��

Bll ��3b縱R�1488.83 ��

B12 ��3津���1627.84 ��

B13 ��3r縱��1765.63 ��

B14 ��3b紊"�1902.05 ��

B15 ��3偵コ�2041.9 ��

B16 ��3r緜2�2179.53 澱��SC#R�

B17 ��3R經B�2315.07 塗�ｳC3�sR�

B18 ��3�經��2446.58 ��

屯葉の配置を描くと(図3)､ 3列の左回りの

接触斜列線が見出せる(/しかし外見上､この

左回りの3列は明瞭でない(図1日｡

また､移行的な葉や竜葉を経て花をもった

包葉に移る際の排列の変化がどのように起こ

るかについて､移行的な琶乗の1個目(Ml)

から､または2個Ej(M2)､ 3個日(M3)か

ら比較した基礎螺旋の回転数を比較してみる

と(表3)､いずれも3/ノ8葉序と2/5葉序と

の間の数値となっていることが分かった｡こ

れは､普通葉から竜葉への器官形態の変化に

ともなう葉序の変化が､竜葉の葉序と普通葉

の葉序との中間の値で推移していることを示

しているo

考　　察

チョウキンレンの普通葉は2/5の葉序に

排列し､光を効率よく受けられるよう､隣接

した節間で葉が重ならないように配置してい

ると考えられる｡また､竜葉も､ 3/8の葉

序に排列しており､花の大きさに比してかな

り大きい竜葉が､下位にある開花中の花を帽

きないように配置していると考えられるo実

際に､竜葉の展開が3回転して同じ位置の上

表3.移行的な葉と萄葉の開度

移行的な葉と葛柔くMl-M6)から花をもった屯葉の最初の5節(Bl-B5)までの

基礎螺旋の回転数を計質した.回転数1はMlを出発点とした回転数､回転数2

はM2､ FDj転数3はM3を[出発点とした.太枠で囲った数値が､整数に近いとこ

ろでほぼ均等に前後している.

節の番号 丶ｩ7��累計 弌�5ﾙ�C��回転数2 弌�5ﾙ�C2�

M1 �� �� ��

M2 ��CRﾃS��145.59 �� ��

M3 ��3ゅs2�284.32 �� ��

～.14 ��C2�#��427.53 �� ��

M5 ��CR紊��573.02 �� ��

M6 ��3"纈�705.92 �� ��

Bl ��3ゅB�844.32 �� ��

B2 ��#b��R�970.37 �� ��

B3 ��3r����1107.55 �� �"�#ツsR�

B4 ��3ゅ#��1245.83 �� ��

B5 ��3ゅ3B�1384.17 ��3.4405 ��
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一一三宅匹も･･､ Nl-N3 :移行的な葉

一己====こら･･･ N4-N6 :移行的な壱葉

一己=====≧一一B1- :花をもった壱葉

図31地涌金蓮の花序における葉的器官の接触斜列召乳I～V :左回りの接触斜

列線･ Ⅰ′-Ill′:右回りの接触斜列線. M1-M3:移行的な葉. M4-M6:移行的

な竜葉. Bl- :花をもった竜葉.

方で竜葉が開くとき､下位の億菜の花はすで

に開花を終えて褐色に萎縮している｡

展開前の花序に､右回りの5列の螺旋が明

瞭に見出せるが､左回りの3列は明瞭でない｡

3十5の螺旋菓序の可能性があるが､このこ

とは開度法による3/8の葉序が､斜列法に

よる3+5の菓序にほほ対応するとした考え

(小倉1962)に　▲致するo　この点を詳しく検

＼､1 :

証するには､茎頂での竜葉の発生を観察する

必要があると考える｡

また､通常の葉から､移行的な葉や葛葉を

経て花をもった電葉に移る際の排列は､普通

葉と竜葉との中間の菓序を示しているが､こ

の移行がどのように開始し完了するかについ

ても､茎頂での器官の発生を調べる必要があ

る｡
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宵山L,?,中央植物園研究糾'li.-

立山室堂平産ササ属植物の葉の表皮微細構造

高橋-臣

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

Epidermal Microstructures of the Leaves of Sasa

(poaceae; Bambusoideae) collected in Murodo-daira, Mts. Tateyama

Kazuoml Takahashl

BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl, Nei-gun. Toyama 939-2713, Japan

Abstract The epldermal structures of the abaxlal leaf surfaces of Sasa eollectcd ln

Mt)rodo-dalra, Mts Tateyama. central Japan were observed by a scannlng electron

mlCrOSCOPe (SEM) The specleS eXamlned were S. palulata (Marl.) Nakal. S.

kunlens7S (Rupr ) MaklnO et Shlbata and S. cemua Makln0. In S. palmaEa the flne

projections Of cutlCle are mostly rod-shaped. On the other hand. S. kuruensIS has

warty projeet10nS. Tn S. palmata the fine projections around stc･mata are elongated

and bury the stomata, whereas those of S. kurilensts are not elongated S cermta

has rod-shaped projections around stomata as well as warty proJect10nS ln the cen-

ter of lnterCOStal zones

Key words epidermal mierostructures. leaf. Mts Tate)ama, Sasa cernlW. Sasa

kurile175W, Sasa palmata

富山県の立山室堂平は立山の主峰雄山の西

側､標高2.450mに広がる台地で､亜高山帯

から高山帯の植生に覆われているが､ササ属

植物も比較的多く出現する｡富山県中央植物

園と富山県立山センターでは､自然公園法お

よび国有林野管理規定に基づく許可を得て､

1999年と2000年に室生平の維管束植物相を明

らかにするための野外調査を行った｡その際

に採集されたササ属植物は,チマキザサ節

sect. SasaのチマキササS paLutala (Marl)

NakaL､ナシマザサ節sect Maeroehlamysの

チシマザサsasa kurlle'iSIS (Rupr ) MaklnO et

Shlbataとオクヤマササs ceyIWaMaklnOの3

種に同定された｡このうちオクヤマザサはチ

シマザサ節の種とされるが(鈴木1978,

1996)､むしろチシマザサ節とチマキザサ節

の中間型とみなされる植物で(Kawabata&

Ito 1992)､アロサイムの解析から両者の雑

種起源であることが示唆されている

(TakahashleEa1 1994)｡このような中間型

の存在に加えて､室生平に生育するササ属植

物は棲小化しているため､外見からの区別が

やや難しい｡

イネ科植物では栄養器官の微細構造が分頒

形質として取りあげられるo　ササ属とその近

縁属についても葉の表皮微細構造などの観察

が行われ(大木1927-1934 ;早田】929;

Namlkawa 良 Kobayash1 1992)､主として属
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や節レヘルで特徴的であることが知られてい

る-　そこで､植物相調査の過程で採集された

､1/ Lh'1.L-:llLll一､下産ササ属植物について､より確実

なH定を行うために､走査型電子顕微鏡

(stT,M)で葉の表皮を観察し､こjlまでの報

;l,A-と比較したo

材料と方法

糾笥引二用いた植物材料をTable lに示す｡

これらの標本は富山県中央植物園標本味

(TYMlに収蔵されているo

チマキザサ(TYM5321)は高さ約0.6m､稗

の基部は直径3.4mmで､梓はまばらに分岐し､

夫FFTlは,Q毛､節はやや膨らむD梓鞘は無毛｡

葉斤は低く､棄身の基部は円形｡なお､典型

的なチマキササでは葉身下面は簸毛だが､今

回観察した標本ではわずかに毛がみられ､毛

の密l空はluJじチマキザサ節のシナノザサ(ク

マイササ) LS Lqenal‡ellSIS (Franch etSavat)

恥h(le1-との中間を示した｡

チシマササ(TYM5316)は高さ約0.9m､梓

の)Lli附ま政行5.6mで､梓は上部で密に分岐

し､ i<r附ま鞭毛で光沢があり､節はあまり膨

らまない､樺鞘は無毛｡葉舌は突出し､葉身

は.1IIr.tで､ J基部はくさび形から純形､下面の

脈に光(尺がある｡

オクヤマササ(TYM4768､ 5309)は高さ約

I.0m､ Frlの基部は直径5.0-5.3mで､梓は

L二部で襟に分岐し､節はやや膨らむC梓鞘は

1EEr.t-　jttFTは比較的突出するが､葉身の基部

＼日　Y:

は純形から円形で､下面の脈は光沢が弱いC,

また､ TYM4768には梓の一一一邦に逆向きの棚

毛があり､ TYM5309には菓身F血にごくま

ばらに毛があるo　なお､ TYM4768について

は細胞学的研究が行われ､ササ属植物につい

ての従来の報告と･致する染色体数Zn-18

が確認されている(NakatagfαJ 200日｡

これらの標本から当年生の葉を選び､柴身

中央付近の中肋に近い部分と葉緑に近い部分

を切り取り､下面(背軸側)にイオンコ-夕-

(JEOL JFC-1100E)で金を約0.02′′′mの厚さに

コ-テインクしたあと､ SEM(JEOL JSM-T20)

で表皮の微細構造を観察した｡

結果と考察

ササ属の葉では平行する主脈の間にさらに

小脈があり､小脈と主脈は横脈で結ばれ格子

状になっているD FIE lはチマキザサの紫身

下両の､小脈で囲まれた四辺形の区画の周辺

の表皮構造を示す｡ Flg lAは-力の側の葉

縁に近い部分､ Fl常 lBは中肋に近い部分で

ある｡小脈lelnlets Vと小脈の間には気1L

stc']11ata Stがみられるが､小脈卜と脈間LLJ央

部には気孔は存在しない｡また､全体に撫数

のクテクラ小突起lmビPr()Jeehons nrcutlClt･

Fp LNan‖kall･a &　Kobayash1日992)では

m】eI･O Pt･OeeSSeS Oleut】elell)が存在する｡､こ

の突起はところどころとぎれながら列をなし

て並び､この傾向は特に小脈上ではっきりし

ている　ササ靖の葉の下血表皮では長細胞と

Table l･ SI)eCleS Ol Slasa coHected ln Murodo-dalra.九1ts Tateyama, central Japan

S】)ぐL- lLlヽ

sL,Ct ㌔(lゝこ1

.～ /,rlhlltLLtL (Malt ) Nakal

=)ucllet~ SPeCtmビtl

Yosh】da 氏 TakLlha､111. lug 8. 20OO (TYM532日

､し.L･t hⅠくIeH)Ch】;Imp

L＼ klU,l川uS (Rt】T)I- ) Makln('L,t Sh】bata Y｡sh.(la 良 TzLkLthこし､111,へuLq 8､ 2000 (TYM5316)

Lb ,(JmZL,i Mこlk=-(,　　　　　　　　　･Vakata. Yosh]da. Tak`lhashl 良 7(ato Se】) 1. 200lHTl'M47681

0hnllさ礼Tak;lhashl. Shll)Clll a】ld h.at() 1LljI 2L1 1999 (TnI53()9)



＼hreh 20り2 r;.,;f藷　ササのyf-の!<lTlf捕造

FIR. 1 Abaxlal leaf surfaces of Sasu pa171和Ja (TYM5321) A abaxlal sul･face

elose to le乙ll margln B abaxlal SLII-face close to mldrlb Am adpres-

sed mlCl'OhalrS Fp fine projections OfeuLICle. Pr prickles SI SllleIl

lJ0(lies St stomata ＼' velnlets Scale bar = 100/Lnl

I
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短細胞(気孔のあるゾーンでは短細胞にかわ

って気孔)が交互に配列し､長細胞は突起を

もつことが知られている(宇田Ⅰ929)｡小脈

上のクチタラ小突起のとぎれたところにはし

ばしばケイ酸体slllea bodleS Slが観察され､

小脈Lと脈間中央部には2細胞からなる圧小

tadpressed mlCrOha】rs Amがみられる｡刺

状突起prICkles Prは小脆上と脈間中央に存

在するが､一方の側の葉緑に近い部分に特に

多くみられる(Flg lA)C刺状突起が左右の

葉緑のどちらか一方にかたよって分布する傾

向はほかの2種にも共通しており､ Namlkawa

良 K()bayashl (1992)では葉身中央には刺状

突起が存在しないとされているナシマザサに

おいても､ ･方の葉縁には刺状突起が観察さ

れた｡標本から末展開の葉をとって観察した

ところ､多くの刺状突起が存在する側は､葉

が展開する前に巻かれていた状態のとき､外

側になっていた方の葉縁であったc

Flg2はチマキザサ､チシマザサ､オクヤ

マササの葉身下面(中肋に近い部分)を比較

したものであるo Flg2A､C､ E､ Gは､そ

れぞれ′ト脈上から気孔がみられる部分を程て

脈問中央部にかけて(左から右に)の部分を､

Fl常 2B､ D､ F､ Hは試料台を前方に60J傾け

て観察した気孔(矢印)の周囲を示す｡チマキ

ザサ(FIE 2A)ではクテクラ小突起は棒状の

ものが多いのに対して､チシマザサ(Flg 2C)

では突起はまるいいぼ状で､特に脈間中央部

(写真の右寄り部分)には大きないぼ状突起が

みられ､およそ3-5個が連なっているo

チマキザサでは4-6個の棒状突起が､気

孔の周囲から中心に向かって気孔を覆うよう

に斜めに立っている(Flg 2B)C今回の観察

では細胞の境界が不明なため､気孔を覆う突

起がどの細胞に存在するのかはわからない

が､早Ef日1929)によるとこの突起は副細胞に

隣接する細胞のものであるというこノ一方､ナ

シマザサではクチクラを覆う鱗片状のろう物

質(seale111ke叩leutlCular ､､ax)がよく発達

No7

しているため孔辺細胞は掠れているが､気孔

が存在すると思われる位置の同園には4つの

小さないぼ状突起が観察され､伸長して気孔

を覆う棒状突起は存在しない(FIE 2D)o

オクヤマザサの脈間中央にはナシマザサに

似たいぼ状突超がみられるが､やや小さく､

およそ5-8個が連なっている(FIE 2E､G)｡

気孔の周囲には気孔を覆う4本の棒状突起が

存在するが､チマキザサと比べると突起はや

や短かい(Flg.2F､ H)｡

以上のように､今回観察したチマキザサと

チシマザサは菓身下面表皮のクチクラ小突起

の特徴をもとに区別することができた｡また､

オクヤマザサは､チマキザサとは脈間中央部

にいぼ状突起が多くみられることで､ナシマ

ザサとは気孔を覆う棒状突起がみられること

で区別が可能であった｡これらの特徴は､オ

クヤマザサがチシマザサ節のチシマザサとチ

マキザサ節の種との雑種起源であるという仮

説と矛盾しない｡

大木(1927-1928C)はミヤコザサS. 1ml'♪0-

nlCa MaklnO et Shlbata､クマザサs velEchit

Rehder､ネマガリダケ(今日ではネマガリダ

ケはチシマザサs kurtLe71SISの別名とされる

が､大木はシナノザサs se氾αneuSISをネマカ

リダケと呼んでいる)､ツポイザサ(イ7キザ

サ) s EsubotanaMaklnO､ナシマザサ､シャ

コタンチクS nebulosa (Mak】noetShlbata)

Ohkl (-S. cemua T nebliLosa (MaklnO et Shト

bata) Tatewakl)などを含むササ属植物の葉

の表皮構造を灰像法で観察しているo大木は

本文中では気孔の周囲の突起について触れて

いないが､図には気孔を覆う突起が描かれて

いるo　ただしチシマザサについては図が添え

られていない｡早田(1929)は特殊な方法で葉

肉を溶かし､剥ぎ取った表皮を観察している

が､観察した限りではササ属各種の葉身下面

の気孔は指状の突起で覆われていたと述べて

いるoササ属ではネマカリタケ(やはりナシマ

ササではなく　s I,allmLlata - S. seTla71enSiS)､



＼IaL･eh 2()り2 砧栢:ササの繁の末血構造

Fig 2 Abaxlal leaf surfaces of Slasa and floe Pl`OJeCtlOnS Of cuticle around

stomata A & BI S. l'almala (TYM5321) C & D･ S kuruensIS (TYM

5316) E & F: S cer71ua (TYM4768).G 良 H S cerTZua (TYM5309).

ArroTVheads lndlCate StOmata Scale bars - 100/Lm ln A, C, E & G.

and 10/Lnl lnB.D. F a H.
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ミヤコザサ､クマササがとりあけられている

が､ナシマザサは扱われていないo

Namlkawa & Kobayashl (1992)はササ属と

スズダケ属8種の棄身､菓鞘､梓鞘の表皮を

sEMで観察している｡クマイザサ(シナノ

ザサ)およびチシマザサの菓身下面の写真を

今[自jの観察結果と比較すると､次のとおりで

ある｡まず､クマイザサには気孔を覆う棒状

突起がみられ､今回のチマキザサの観察結果

と一致する｡一方､チシマザサについては､

今回の観察では気孔を覆う棒状突起がみられ

なかったのに対して､ NaImlkawa & Koba)･ashl

(1992)では棒状突起が存在しており､今回の

観察結果と-一致しない｡

なお､大木(1928d～1934)および早田(1929)

によると､スズダケ属Sasamorpha(早田は

Slasaに､大木はpseudosasaに含めている)､

ヤダケ属pseudosasa､メダケ属Pletoblastus､

オカメザサ属51htbataeaでは気孔の周囲の突

起が存在し､マダケ属p/uLlosEachysではこの

突起をもつ種ともたない種がみられるとい

つo

ナシマザサ節sect MacrochlamySはササ属

の中では特異的で､花序の形態なと､がほかの

節(チマキササ節sect sasa､ミヤコザサ節

sect CrasslnOdl､イブキササ節seet MonlllC-

Iadae)と異なっているo今回の観察結果は､

ナシマザサが菓身下面の表皮微細構造におい

ても特異的である可能性を示している｡しか

しながら､これまでの報告とは必ずしも一致

しないことから､観察された構造が分類群を

特徴づける形質であると断定するためには､

産地の異なるさらに多くの材料を観察する必

要があるL,

立山玉堂平の植物相調査において共同で調

食にあたられた富山県立山センターの加藤治

好氏,電子iLE'･B微鏡による試料の観察に協力し

ていただいた富山県中央植物園の橋屋誠氏､

原稿を戯売していたたいた信州大学･金沢大

学名誉教授の清水建美博上と富山県中央植物

No7

園園長の黒川造博士に感謝します｡
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富Lh県中央植物閲研究報2I

Pollen Morphology of Three Varieties of Aucuba japonica

Toshiakl Shiuchl

BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machi, Neトgun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract. The shape and size Of pollen gralnS Of three varletleS Of Aucuba jaPqlMa.

l e. Var jaPoluCa, Var bweallS and var ovoldea, ln Japan were lnVeStlgated wlth sean-

nlng electron mlCrOSCOPe (SEM) The pollen gralnS Of all varletleS ､Vere 3-colporate.

prolate and pilate･ They were larger ln A Japomca var JaPomca and var･ borealts

(2n-32) than ln Var. OVOldea (2n-16) It seems thaHhe pollen sIZe lS COrrelated with

ploldy Level ln three Japanese varleties of Aucuba.

Key words. Aucuba ]aPomca, mlCrOgraPhs. ploldy level･ I"llen gralnS･ SEM

The three varleties of Aucuba JaPoluCa Thumb.. l e. Var. jaPomca, Var･ borealis Miyabe

et Kudo and var. Ovotdea Koidz are all evergreen dlOeeious shrubs and are endemic to

Japan. They have dlfferent dlStribution.n Japan･ var･ ]aPoluCa lS dlStrlbuted in the Pacl-

fic slde of Honshu and eastern Shlkoku. var･. borealis Mlyabe et Kudo is found only ln

Hokkaido and the Japan sea side of Honshu and var ovotdea Koldz occurs ln Western

Honshu, southern Shikoku, Kyushu and Ryukyu (Kurosawa 1971. 1976: Noshiro 1999)･

These varletleS are generally said to be distlnguished as follows; var. ]aponwa by the

broader and glabrescent leaves and more or less sparsely hairy inflOrescenees･ var. boreaus

Mlyabe et Kudo by the ascendlng Stems, Smaller leaves and densely hairy young buds

and inflorescences and var. ovoidea Koldz. by the very broadglabrous leaves and pubes-

cent lnflorescences wlth short appressed halrS･ The chromosome numbers of these

three varleties have been reported to be 2n-32 for var japollWa and ∨ar一 boreallS and

2n- 16 for var. ovoidea (Sugiura 1927, Meurman 1929, Sinto 1929; Funab.ki 1958;

viinikka 1970; Kurosawa 1971. 1976, 1979, 1981)

The pollen sIZe Of the genus Aucuba has been studled by Kurosawa (1971). who pointed

out to be simllar ln all taxa. On the other hand, the pollen mlCrOgraphs of A. jaPolllCa

var ]apontca was reported by lwanami(1980) by using SCannlng electron microscope

and Nakamura (1980) using light mlCrOSCOpe.

In the present paper. the results of observat10n On POuen morphology of three varieties

of Aucuba will be reported and the relationship between the size of pollen grains and

the ploldy of the plants wlll be discussed.
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Materials and Methods

For scanning electronmicroseope observation. POllens were Collected fl･Om dried

specimens as well as from flowering plant cultlVated ln Botanic Gardens of Toyama,

but germinating pollens were excluded. They were dried and coated with gold-palladium

in a JEOL JFC-1100E Ion Sputterlng de†,lee. Nl1CrOgraPhs were taken l～ith JEOL JSM-

T20 scanning electron mlerOSCOPe and the polar axIS (PA) and the equatorlal axis (EA)

were measured in twenty pc･Hen gr'alnS Per indlVidual The shape of pollen gralnS Was

observed ln the equatorlal view and described below following Erdtman'S (1952) ten

mlnOlogy･ The chromosome numbers were counted ln fresh materlals. The p一ant mate-

rials were ldentilled followlng NoshlrO (1999). The orlgln Of plant materlal lS Shown

ln Tablel.

Results

The results of observations On the pollen and chromosome number are briefly de-

scrlbed below Pollen grains were 3-colporate, prolate and pilate ln all varieties (FlgS

1-6). The nlean P/E ratio (polar length / equatorial length) was calculated fronl their

whole measurement values The chromosome number and the size of pollen grains are

shown in Table 1 and Table 2.

a･ Aucuba ]aponwa Thumb, var. ]aponlCa

Polar axis 47- (52･7) -56,,Jm, equatOrlal axis 31-(35.3) -41,'m, prolate (P/E

ratlO: 1 50) Pollen gralnS Were largest ln both polar and equatorlal length anlOng three

varleties lnVeStlgated (Fig. 7) chromosome number was 2m-32 (tetraplold)

T之lble 1. Orlginal local)tleS and chromosome numbers of three varletleS Of AitCuba.

Talon Locallt) ChrclmOSOme CoHeetl｡n

nunlber･　　numbeI

ノl japo771〔a Var }a♪01日Ca Tokushlma Prefecture. Ikawa-cllO alt20n1　　2n-32　　ST卜3-5

･1 ]al,oluLa Var bl,reaLIS T()yama PrefectLlre. Toga mura all llOOn1　　2n-32　　TG:～-1 -6

･l japomca v乙Ir 01,(,7dpa Kochl Prefecture, Saka､､a-cho alt30m　　　　2n-16　　SZtS-3. 7. 8

Tat)1e 2 Polar axIS. equaLorlal axis and P, E I･atlO ln three varletleS Of Aucuba.

Ta)‥on
Polar ax上s (/川l)　　　　Equator)al axュs (/Lm)

mln meall(SD)　max mln mean(Sl))　rnax

I ]aJ,(,"zc"γar ]af,olZZL(7　　47　527(±2081　56　　31　353(±199)　41

I ]ap()77u(‥ar bwe(lllS　　　40　486(±3261　54　　24　326(±3211　39

I jllP()mla tar m,m(IE,a　　　35　431(士il 10)　51　　21　281(±321)　39
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FlgS 1-6 SEM mlCrOgraPhs of pollen grains 1, 2･ AucubajaPoliWa Var ]aPo-

'iWa 3. 4 A ]af,omca var･ boreallS 5･ 6 A･ ]aPo1-a Val･ ot･01dea･ 1･

3. 5 polar view. 2. 4.6 equatorial vleW Scale bar=20/Jm

b. Aucuba ]apontca Thumb. var boyealts Mlyabe et Kudo

polar axIS 401 (48.6ト54,'Lm. equatOrlal axis 24一(32.6ト39/Jm. prOlate (P/E rat10:

1 50) The pollen size Was Sllghtly smaller than ln Var. ]aPomca (Fig. 7). The chromosome

nunlber 2n=32 was observed as ln Uar ]aPonlCa.

Cノ1ucuba ]apomCa Thumb. var. otlOldea Koldz.

p()tar axis 35- (43. 1ト51/1m. equatorial axis 21- (28. 1) 139/1m. prOlate (P/E ratio:

1.54). pnllen gralnS Wel-e Smallest ln pOlaI- a光ls and equatorlal axis The chromosome

number was 2n-16 (dlPlold)
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30　　　35　　40　　　45　　　50　　55　　60

Polaraxis

Flg 7　The length of polar axュs and equatorlal axIS ln three

Japanese varieties Of Aucuba. Each of ver'tleal bar

represents from max to mln Values and boxes are SD.

Discussion

The pollen gralnS Of three varietleS Of Aucuba jaPoluCa Were Very Slmllar each other,

belng 3-colporate, prolate and pllate. Kurosawa (1971) suggested the pollen size of the

genus Aucuba lnCludlng Japanese three varieties Was almost the same excepting A. hy71は-

latca, whlCh had slightly smaller pollen grains. However, pollen grains of var. ovoLdea

(2n-16) Were apparently smaller than those of var. ]apomca and var borealis (both

2n-32). pollen size related to the ploldy has been demonstrated ln Taraxacum by Morlta

(1976), in Rodogersia by Akiyama et al (1990) and in Deutzw by Nlu & Ohba (2001)

Thus, a Japanese AucLtba Could be added as another example, in whlCh the pollen size

is related to the ploldy

I express my sincere thanks to Dr S Kurokawa, the director Or the Botanic Gardens

of Tc･yama for critical reading of manuscl-lPt

志内利明:日本産アオキ類の花粉　　　　　　　　互いによく似た構造であった｡花粉のサイスは､

日本産のアオキ属(ミズキ科)3変種の花粉　　　アオキが最大で､ヒメアオキはやや′トさく､ナ

を走査型電子顕微鏡で観察したC　アオキ､ヒ　　　　ンゴクアオキが最小であった.ナンゴクアオキ

メアオキ､ナンコクアオキのすべての変種で､　　　は2倍体で他は4倍体であることから､花粉サ

花粉は3横型で長城型､表面模様は頼粒状で　　　イスと染色体の倍数性との関係が示唆されたC
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Chromosome Number of Lecanthus ♪eduncularis

(Urticaceae) of Japan

Tadashl Kanemoto

BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machl. Ne1-gun. Toyama 939-2713, Japan

Abstract Chromosome number of Leca7d/ulS PedMululans collected in Kyusyu, Japan

was Counted to be 2n-24 in this Study. The genus Lecanlhus represented by lJ.

pedunculans IS COnSldered to have a Closer relation to the genus Pllea rather than to

ELatostema concemlng Chromosome number

Key words. chromosome number. Lecanthus pedunculans, UrtlCaeeae.

According to Wang & Chen (1995). the genus Lecaluhus belonging to the Urticaceae

lS a Small genus comprlSlng three specleS dlStributed in tropical and subtropICal areas

of southeastern Asla and eastern Africa. However, Huang (1996) consldered the

genus to be monophyletic and recognlZed Lecanthus PedLmCularts (Wall. ex Royle)

Wedd is the only specleS Of the genus.

In 1990, I.. pedulWulans was reported for the first time from Japan by Dr･ Hatuslma

(1992) on the basIS Of a collcction at Kumamoto Pref by Mr Furuse It occurs also

in the central mountains Of Kyushu district such as Kumamoto, MlyaZaki and Oita

prers. (Hatusima 1992; Mlnamitan1 2000) Tn 1995, the author had a chance to collect

some llVing plants of the specleS in Kumamoto Pref. Lecaluhus pedulWularts has a

similar inflorescence as ln Elatostema and has a slmilar leaf arrangement as in Ptlea

as suggested by Llu & Hung (1976) on the other hand. lt has some morphologicaL

features such as dlSCOld receptacles and opposite leaves common to both of Elatoste-

ma and Pilea. Thus, lt is consider'ed to be Important taXOn for elueldating taxonomlC

relationship between Elatostema and PLlea.

In Lecanthus two dlffel-ent Chromosome numbers have been reported: 2n-24 in

plants collected in northern Himalaya by Sharma (1961, as L wallwhtl and L uighttt)

and GaJapathy (1962, as L. wightit). and 2n-26 1n plants from Kashmlr by Khatoon

& Ali (1991) The alms Of this study are to clarify the chromosome number of Japanese

L I)edullCularts and to conslder generic relatlOnShlPS among the genera of the Urti-

CaCeae
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Jl･f.･!il :

Nn7

Flti, 1 LecaliLhus i)edlmCulartS A. hablt B somatlC metaPhase ehromosonleS, 2n=24

Scale bars of A and B lndlCate lcm and 2ノUm, reSpeCtlVely

Material and Methods

FIVe lndivlduals of L pedu7milaris eolleeted ln Soyou-cho. Kumamoto Pref were

used for the present study (Fig. 1A). They were cultivated ln POds in the BotanlC

Gardens of Toyama (BGT). somatlC ehromosomes were observed ln rnerlStematic

cells of roottlPS. Fresh root tlPS Of 5mm long were fixed in a 3:I mlXture Of99.5%

ethanol and glaclal acetlC aCld for one nlght after pretreatlng ln OOO2M 8-hydroxy-

qul1-01ine solutlOn for 8 hr at 20℃ The root tlPS Were macerated in lN HCl at 60℃

for 10 sec, and the merlStematlC region or root とIP Was Stalned with l% acet0-0rceln

The chron10SOme PreparatlOn Was made by squashlng method. Taxonomic treatment

or thlS taXOn followed Wang & Chen (1995).

Results and Discussion

cllrOmOSOmeS Wel･e counted to be 2n-24 at mltOtlC metaphase (Fig lB) in L pedLm-

cuLarlS The 2n-24 chrc'mosomes showed gradual sIZe VarlatlOn ranglng 0.6-1 1/Lm

M()st ol tllem Were I()und unclear ln CentrOmC1-le pOSltlOn, although several larger

ehr()nl()S()meS Wlth centromeres at subterocentrlC Or terOCentric

The present countof 2n-24 for i. pedu71Cula71Sagreed with those ol Shar'ma

(1961, as i. walw肋zlnd i. W乙ghttt) and of GaJaPathy (1962, as i wlghEu) However.

the chrornosonle number 2n-26 has been obser＼,ed ln nOn Of the lndlViduals of i.

l'eEluluuLurlS eOlleete(1 in Japall. even though Khatoon & All (1991) reported lt The

result or the present study 111dlCateS that the basic Chron10SOme number ()f LeLuuhlLS

IS X-12 as reported by Wang & Chen (1995) and i. peduncularlS IS eOnSldcl~ed t()
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be dlPl()id Pre､ious reports ln Chromosome number of the tTrtlCaeeae (e･ g･. Fed()roy

1974, Goldblatt 1981: 1984. Kumar & Subramanlan 1986. G()1dblatt & J()hnson 199ユ.

1994, Kanemoto 1998. 1999日ndlCated 2m-24 was eonln10n ln the genus Pllea an(1 2n

-26 1n Elatoslema So for as Observed ln the present study. the basic ehrom()some

number of LL,Ca71thus, X-12. may be lndleatlVe Of a closer relatlOn tO Pllea ratller than

ElaL()SLL,7nu

I wISh to express my COrdlal thanks I)r. NaohlrO Nal･uhashl, Professor or TovamZt

Unit,., r()r cI･ltlCal readlng Or the manuSCrlpL I

and i)r Masashl Nakata of the BGT, for their

兼本　正:チョクザキミズの染色体数

チョクサキミスはウワハミソウ属とミス属

の形態的特徴を合わせ持ち､両端と近縁であ

ると考えられている､チョクザキミズの染色

体数はこれまでにヒマラヤとカシミールから

2m-24と211-26が報告されている｡今回､

観察されたu本庄のチョクサキミスの染色体

thank Dr Sl,0 Kurokawa, the dlI~eetOr.

kind and Valuable advices

数は2n-24であり､ヒマラヤの報;L.-と･致

した｡これまでウワハミソウ属は2n-26､

ミス属はZn-24の染色体数が多くの')jLgJI群

から報告されている｢今回観察されたチョク

ザキミスの染色体数から､チョクザキミス),.El;

はミズ属に近縁であると考えられる_
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Chromosome Number of Elatostema obtusum
var. trilobulatum (Urticaceae)

Tadashi Kanemoto

BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machl. Neトgun, Toyama 939-2713. J叩iln

Abstract Chromosomes number of Elafostema obtusuln Var lrilobulaEum was

determlned to be 2n-26 for the first time. As the basic chromosome nunlber Ⅵ′as

reported to be x=13 for the genus Elaloste"la. this taXOn is eonsldered to be dll)told

Key words ･ chromosome number. Elatostelna Oblusum var trllob7tLatum, Sect Lael'1-

sPerma. UrtleaCeae

ElaEostema belonging tO the UrtleaCeae COmPrises about 350 species. most speele

the genus are distributed ln tropical and subtropical regions. With a range extentlO

temperate Asia (Wang & Chen 1995). Elatostema medogense W T Wane. E oblLtSu7

wedd., E. obtusum Wedd. var trtlobulatum. (Hayata) W.T. Wang. E, sliZukH YanlaZak

and E. oshillWnSe (Hatus.) Yamazakl are mOrphologically dlStinct among members of th

genus ELatostell氾belng CharacterlZed by having small leaves wlth few serratlOnS and

a:n: o&T昌rhSenO7 9a,n5 ,1 nIlhOer ef:ee :;:aaanrde tgheeo'JaoprhTc :Tley霊:?end Lf?oe:isePaecnh':tieyr? mE?慧o諾,7護

and E. Obtttsum are distributed ln SOuthern China, whlle E. Obtusum var. lrlLobulatwl

suzukii and E. osh川WIWe are endemlC tO Taiwan. Okinawa and Amami-oshlma. reSPeCti

(Hatuslma 1967. 1975, Yamazakl 1972: Wang & Chen 1995). Yamazaki (1972) assu

that all taxa of the section 1.aemsperma might be derived from a common progen

Among them, chromosome number has been reported for E. suzukiL and E. oshわ71en*

(Kanemoto 良 Yokota 1998; YamashlrO eE al. 2000). but has not been reported foi一 renal

lng three taxa This study reports chromosome number of

collected ln TalWan.

E. Obtusum var. trilobuLaLu758

Material and Methods

Five indivlduals of E, obtliSum Var. trilobulatum collected ln northwestern TalWa

(Guanwu, Taian Xlang. Miaoll Xian. alt. 2.000m) were used for the present study (Fi

lA). They were cultlVated ln pods ln the Botanie Gardens of Toyama. The metho

of chromosome preparation is the same as reported in another study or KanemOtO i

this Bulletin. TaxonomlC treatments followed Wang & Chen (1995). voucher speclmer

Were deposlted in the herbarlum Of the BotanlC Gardens of Toyama (TYM)
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FIR 1. Elal()slema obtusum var trlloblilatum A hablL B: somatlC ehronlOS()nleS Zlt

nleLaphase, 2n-26 Arrowheads show satelllteS Scale bars of A and B lndl-

caLe lcnl and l′′`m, respectlVely

Results and Discussion

The chromosonleS Were COunted to be 2m-26 at mltOtle metaPhase of Ll obLtlSum Var.

LrilobulaLum (Fig. 1B) ThlS is the first report for the taxon The 2n=26 ehromosomes

sh()wed gradual sIZe VarlatlOn ranglng 07-1 0FLm Among the 2n-26 chromos｡mes.

two cllr()nl()S()meS had satellites (Flg lB). centromerle position of the chron10SOmeS

c()uld not be determlned

Kanemoto a Yokota (1998) reported chromosome number 2n-26. dlPlold. for two

taxa ol the section Lael′lSPerma, E suzuklL from OklnaWa Isl. and E. oshりHe71Se from

Amamト｡Shlma Later, YamashlrO et al. (2000) observed that E. suzukll has C111-0m0-

some numbers War)1ng aS 2n-16. 38. 39 and 52, these numbers are considere(1 to be

hypotrlPlold. trlplold and tetraplold, respectlVely.

Hatuslma (1967) reported that two morphologlCal types are exISted 】n E oshlmellSe

with respect to leaf margln∴entlre type and `serrated type'. On the other hands. Ll. oblu-

sIEm Tar Lrllobulatum used ln this study resembles very much tlle `serrated t)pe of E.

os/LlnmlSe (Flg lA) The plant nlaterlal of E. osh川IenSe used for the PⅠでV10tlS Study

(Kこ111em()t() 良 Yokc'ta 1998) e()rresponded to the ■serrated type'of the specleS alld the

hZIbltSこllld the Chromosome number ol the these two taxa are certalnlv slmllar Thus, thev
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mlght be consldered to be conspeclflC However･ the sizes Of the ehromosonleS are qtllt

dlfrclrel､t The chromosomes varleS 20-40/Lm ln Size ln E. oshlmellSe (Kanemot()

Y()kota 1998), whlle they varleS 0.7-1.0,,Lm ln E obtltSum Var. LrtlobulaLum･ The dlR-
1

fclrenCeS ln methods, eg. pretreatment time, kind of flXatl､′e･ rlXatlOn tlme, etC.･

known to affect the size Of ehromosomes. do exist between the tw() obscrvatlOnS

fore. the chromosomes of E oshtme㍑se of the Lserrated type wel･e reeXanlined f()ll

ingthe sanle nlethods used ln thlS Study and found to var､･ 20-4･0/Jm ln SIZe･ Thl

the size dlfference of chromosomes observed in these two taxa is not affected bv dlfft

enee of treatnlentS but seems to be proper to each taxa･ Taxa belonging tO the sectl

Lael'7Sf'erma have many comnlOn nlOrPhologlCal features, such as srnall lea､'es wlth

serrations and a few flowers per lnflorescence and in partlCulal･ E･ Oblusum var･

buLatum lS regarded slmllar to the serrate type of E oshi"wnse･ However, the dlfferen

of Chromosome length can be regarded as one of the Important features ln distinguish

E. oblusum ∨arl. triLobltlatum and E oshlmenSe

1 wISh to express my gratitude to Dr･ NaohlrO Naruhashl, Toyama UnlVerSlt)･

provldlng the material used ln thlS Study and hlS erltical reading of the manuscript.

thank I)r Syo Kurokawa, the dlreCtOr. and Dr. Masashl Nakata of the Botanic GardeI

of Tolama, for thelr klnd and valuable

兼本　正:イラクサ科ヒメミスの染色体数

ヒメミスは台湾の固有分類群であり､形態

的特徴として小型で､葡旬し､葉の鋸歯数が

少ないことからウワバミソウ属内でヒメミス

節(Sect La',1,LSf'L,rna)として区別されてい

るo　ヒメミス節に属する分類群のうち､これ

までクニカミサンシヨウスルとアマミサンシ

ョウソウの染色体数が報告されている｡今回

adVlCeS.

観察されたヒメミズは染色体数2n-26の

倍体であり､これまでヒメミス節の分類群

して報告されたク二カミサンショウスル､

マミサンショウソウと一致した｡ヒメミ

鋸歯緑葉型のアマミサンショウソウと外見

酷似するが､染色体長はアマミサンシヨウ

ウの約1/2と小型であることが明らかとな

た｡
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ユキバクッパキの三倍体
一井口村指定天然記念物｢丸山の大ユキバクッパキ｣の

染色体数調査結果とフィールドワークから

中田政司1).太田道^31

1'富山県中央植物園　〒939-27-3富山県婦負郡婦中町上轡剛2

2)富山市科学文化センター〒939-8084吉IL肺西中野町卜8-31

Triploid of Camellia jaPoltica var･ i7dermedia
一℃hromosome Number Report of a Camellia Tree Called

･Maruyama-no100lyukibata-tsubaki"I a Precious Natural Product

of the lnokuchi Village, Toyama Prefecture, with Some Field Studies･

Masashi Nakatal) & MIChlhito Ohta21

1)BotanlC Gardens of To)一ama,

42 Kamlkutsuwada. Fuchu-machl. Net-gun. Toyama 93912713. Japan
2)Toyama SclenCe ～luseum･

1-8131 NISh.nakan0-machl, Toyama Clt). Toyama 939-8084, Japan

Abst,act : A Camellia tree Called "Maruyama-n0-00･yuklbata･tsubakl'● (Ca…ellta

]aponlCa Var mter"Wdta), a precious natural product of the lnokuchl VilIagrc･ Toyama

prefecture. was determined to be triplold, 2n-45 Trlplold of Ca"uzllla JaPomca Var.

mttermedta was also found ln SOme pOpulations ln the mountaln area Of Tovama and

Fukul Prefectures.

Key words Ca"lellla ]aPolltCa Var. 17%teYmedla. ehromosonle number･ Hokurlku dlS-

trlCL lnokuchl Vlllage, trlplold

北陸地方には海岸域や丘陵の山足にヤブツ

バキCameLlta ]aPontca Lが､また山地から深

山にかけての多雪地にユキツハキC ]aPontca

L var decunlbens SuglrnOtOが分布している

が,両者の中間の形質をもったユキハタツバ

キC )αlnm'a L var川ter"ledla Tuyamaが,

ヤブソハキより上部､ユキツバキより下部の

中間帯に自生している(津山1966; 1978,

大井･北川1983)｡

富111県東砺波郡井口村の大野地区(井口字

丸山3番地)には｢丸山の大ユキバタツハ耳

として平成4年1月に指定された井口村天

記念物のユキハクッパキがある｡井目村文

財指定調査綴によると､この樹は平成2年

月に丸山の標高390rnの地点で発見された

ので､ 1株から直径10cmの枝が2本､ 8cm

3本､ 3｡mが数本と枝分かれし､長さ約6

斜面を這うようにして叢生している｡花

紅色で､ユキ芯の中輪一重の椀咲きである

真1)｡ツバキ研究家の尾川武雄氏(東
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写真1.井口柑指定天然記念物｢丸山の大ユキ
ハタツハキ｣の花. (壕鴫正一郎氏撮影)

大島町桜梅園)は｢樹齢300年から500年を経

たわが国第-一級のユキハタツバキの古木｣で

あり､ ｢このツバキの樹は倍数体のロ柑巨性も

ある毘重な樹種で､さらに染色体の調査を求

める必要がある｣と評価し､日本椿協会理事

の桐野秋豊氏は｢90%ユキツハキと考えるが､

標高から推してユキツハキ系の強いユキハタ

ッハキと呼んだガが妥当｣とし､ ｢山地に自

生するユキハクツハキとしては､私の知る範

llF)では日本一-｣と保護の重要性を指摘してい

る｡

/rl‖】､このユキハクツハキの染色体を観察

する機会を得て調査した結果､この個体が三

ィ,.J1.-体であることが明らかになったので報告す

る｡また､著者の一人､太田はこれまでにユ

キハクツハキの　=.倍体が存在することを轍告

していたが(抑Il他1998)､産地など詳しい

‖亡妄刺ま未発表のままであったので､合わせて

ここで発表することにした｡

材料には､ )Hl付の依楯で壕嶋正一郎氏

川本椿協会井rは部長)が｢大ユキハタツ

ハキ｣から挿し木で繁殖させた高さ10cmほと

の鉢柏えの2個体(冨山県中央植物園登録香

り- 12824, 42825)が用いられた,,染色体の

観察は根端を用い､ 18Dcの2mMの8オキシ

キノ')ン水LTL事液で6時間前処現し､ 5℃の

15%酢酸で15分IJ.1定後､ 1規定塩酸と45%酢

酸の2:l混液で60℃､ 30秒解離し､ 1%酢

酸オルセインで10分染色､押し潰し法でプレ

パラートを作成したC

観察した2株とも染色体数は2n-L15であ

った｡ツバキ馬の基本数はX-15であるの

で(Fukushlma&Iwasa1969)､こjtは　三倍

体である｡二倍体のユキハクツハキの､r':均葉

身長は83.12±9.5mmで､同じ二倍体のヤ7ツ

ハキ､ユキツハキと有意の差はないが(析川

他1998)､この個体の菓身長は平均約12emと

報告されていて(井口村文化財指定調査綴)

明らかに大きい｡ユキツバキでも一二倍体は~-.

倍体に比べて葉身長が大きくなることが幸陀

されているが(太田･谷田部1994)､関芸ツ

ハキ栽培家の間では経験的に三倍体の柴が大

きいことが知られていたo ｢丸山の大ユキハ

タツバキ｣についても､ツバキ栽培家による

倍数体の可能性があるとの指摘が細胞学的に

裏付けられたことになるo

写真Zは登録番号42825の個体の染色体であ

る｡以下､田中(1980)に従って核型の概要を

記載する｡体細胞分裂間期の核(A)では良さ

0.3-1.0!川1の多歌の凝縮塊が観察され､複

雑染色中央粒型に該当したC前期(ち)では染

色体の端部および介在部に多数の早期凝縮邦

が観察され､介在型であった｡中期染色体(C,

D)は長さ約2-4/1mで､長さの変化は勾配

的であった｡ 45本の染色体の過半数は中部動

原体型であり､核型は対称的であるが､動原

体指数が3.0以下の対称性の低い染色体が12

本観察されたo動原体を中部に持つ良人の染

色体と､動原体を次端部に持つ小型の染色体

には約0.3/Lmの明瞭な付随体が観察された｡

今回､良枝板が得られなかったため､核刑の

詳細な記載や近縁種との比較は別の槻会に譲

りたい｡

ところで､ヤフノハキとユキツバキには染

色体数2n-30の二倍体の他に､ 2I1-45の･:

陪体が存在することが報告されている(刊L.LLA.1,

他1966,太田･矢田部1991, ).JIJ 1994l〔
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写真2.井口村指定天然記念物｢丸山の大ユキバクッパキ｣の染色帆A :間期･ B :分裂

期前期. C :分裂期中期(2m-45-3Ⅹ). D :分裂期中期の各染色体を長さの順に

舷べたもの.スケールは3′･Lm.

ヤフツハキ系園芸品種の場合､ 56品種が二倍　　町､福島県只見町などで発見されているが

体であるのに対し12品種が三倍体で､三倍体　　全体的には大部分が二倍体で､時に~三倍体

品種間の変異が大きいことや四倍体品種が見　　存在するとされているCまた､群落の中で

られないことから､三倍体品種の大部分は二　　二倍体と三倍体が混生しており､匹僧体が甲

倍体品種の自殖または交雑の過程で､稀に生

じた非減数配偶子と正常減数配偶子との結合

によって独立に生じたと推定されている

(Fuku､hlnla 良 lwasa 1969JL〕 ･方ユキツハキ

の一三僧体は､太田･矢EEl部日992)､太田(1994)

によるとこれまでに富山県宇奈月町僧ケ岳､

繋lz,Ari車鋲ケ岳､山田村､卜_平相､山形県西川

∴ ..　　　∴
の中で地域(群落)ごとに紬､LLて起きて

ると述べているo

ユキハタツハキの染色体数は､桐野(196

がヤブツバキとユキツハキの中間型として

個体で2m-30を報告したのが最初と思わ

C

.

I
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表1.ユキハタツハキの倍数体調査結果.

調　　査　　地

富山県砺波市市谷橋のたもと

富山県砺波市頼成山

富山県高岡市二上山

富山県八尾町室牧坂ノ下

富山県井波町閑乗寺高原奥林道

富山県上市町伊析

富山県上市町千石～析戸林内

福井県池田町田代冠山林道峠手前8.5km

福井県池田町田代

福井県福井市越知山

福井県大野市六呂師高原妻平

福井県大野市六呂師　林道沿い

合　　　　　計　　　　　　　　　　　　　37　　　32　　　　5

る｡三倍体が存在することは太田の未発表

データとしてすでに報告されているが(折川

他1998)､産地などは示されていなかった｡

太田は北陸地方のツバキ属植物の形態変異と

細胞地理を調査し､開花期にユキバタツバキ

と同定された個体について葉芽を用いて染色

体数の調査を行った(表1 )｡ 37個体を観察し

た中で三倍体はわずか5個体であり､産地も

3地点と限られている｡スクリーニングを拡

げれば確認される三倍体の数はさらに増える

と予想されるが､これまでの調査ではユキツ

ハキと同様にユキハクッパキも大部分が二倍

休で､稀に三倍体が存在するという状況であ

るo

ユキバクツハキは､その形態と分布域から

ヤブツバキとユキツハキの交経によって生じ

たものと考えられている(桐野1960. Haglya

&lshlZaWa1961.津山1966)｡さらに二倍

体ユキハタツバキの形態変異の分析から､ユ

キバタソハキにはヤフツハキに近い集団から

ユキソハキに近い集団まであって､減数分裂､

花粉形成とも正常であることから､ヤフツバ

キとユキツハキとの浸透性交雑の結果として

ユキバタツバキが生じたとされている(析川

他1998)o存在様式がユキツハキと似ており､

ユキツハキ､ユキバタツバキに四倍体が見ら

れないことから､ユキハタツバキの三倍体も

二倍体同士の交配の過程で稀に生じた非滅数

配偶子に起因して各地で独立して生じている

ものと想像される｡

貴重な天然記念物の個体について染色体数

を調査する機会を与えて頂いた井口村役場､

および篠崎正一郎氏にお礼を申し上げます｡

富山大学理学部岩坪美兼助教授には､大出の

行った染色体観察に際して格別のご指導を頂

き､また原稿の査読を頂きました｡厚くお礼

申し上げます｡
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富llJ県･いL)t紳物L朋升究糾Il,

富山県中央植物園内におけるアカマツ植栽木からの椎樹の増殖

山下寿之

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町L轡円42

A Coloniozation from Mother Trees of Pinus densiflwa Planted

in the Botanic Gardens of Toyama

Toshiyukl Yamashita

BotanlC Gal`dens of Toyanla,

42 KamlkutsuWada, Fuchu-machl, Net-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract ･ ln the BotanlC Gardens of To)′ama, var10uS tree SpeCleS have been lntl~0-

dueed and planted slnCe 1992. The presence of seedllngS Orlglnated from planted

nlOther trees of PllWS denstflora Siebold et Zucc , was first noticed ln the gardens

.∩ 1997. SIZE and location Of these saplings (above 51cm ln helght) and seedllngS Wel･e

Investigated ln November 2001 Total number of P. denslflora saplings Was 261 1n

a qtladrat (30mX12nl), and the average height was l17cm The nunlber of seedllngS,

however. lt Was 629, most of which l～ere assumed 2 or 3 Years old seedlings ln a

subquadrat (12mX12m) wlthln the quadrat The denslty Of sapllngS Was hlgher

at the westslde of the quadrat and the seedllngS Were located ln the northslde of

mother trees. It seemed that the establishment of these seedlings and saplings Were

affected by seeds dlSperSed by the south wind. and by the location of mlCrOSites for

survival ln the saplings

Key words : establishment, mlCrOSite. P171uS dellSiflora, sapllngS, Seedlings

はじめに

富L11県中央植物園は1993年10月に屋外展示

閲を対象として部分開聞し､その後1996年に

全面開l秦】してから6年経とうとしている｡当

f朗勿園は｢富山県植物公園基本構想｣ (富山

県植物公園構想懇談会1988)に基づき検討

され､1989年には県緑化センターの用地(llha)

を中心に整備する方向で具体化された(富山

(,(,ミ植物公閣整備委員会1989)｡ 】991年からは

県緑化センター周辺部の水【f]および住宅地約

14hこ1が植物園用地として購入され､県緑化セ

ンクーの敷地とあわせて約25haの造成が始

った｡植物園の屋外展示園は北半分を世界

植物ゾーン､南半分を円本の植物ゾーンと

て区画が分けられ､それぞjtの区画には配

計画に基づいて植物が導入された｡植物園

身の県緑化センター内にあった樹木の多く

日本の植物ゾーンへ移植され､ 1998年番ま

に多くの樹木の移植および新規植栽~｢事が

われた｡

日本の植物ゾーンのクリ･コナラの森の

画の一部にアカマツをi三とする植栽区域が

る｡この区域は水円であった所に県内のlH
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Botanic Gardens of Toyama
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1111L'1 Stud) slte ln the Botanle Gardens of Toyama The quadrat (a) 1nCludes the subquadrat (b)

ら採取した土塊を客土し､比高約3mの盛り

トを行なった場所であり､造成当初は貧栄善

な上境条件であった｡この区域に県緑化セン

ターのアカマツを1992年10月と1995年6月の

2Lldにわけて移植し､さらに1997年春には樹

高2.On.のアカマツ12本を新規に植栽した0

1997年春にはこれらのアカマツの下に椎樹が

li二がつているのが発見された｡クリ.コナラ

の森を丹む円本の植物ゾーンでは､ 1995年か

ら柚成樹木lEfI辺の除草業務を造園会社に委託

しており､アカマツ椎樹が確認された1997年

以降は椎樹にマークをつけて､除草の際に極

ノJ柑樹を刈らないように協力してもらってい

る,)

本研究は杓栽木から発生したアカマツの椎

幼樹が､ /卜後どのように森林を形成していく

かをuL録することを目的とした｡

調査方法

富山県中央植物園屋外展示園のクリ･コナ

ラの森の区画(約2ha)内のアカマツが植栽

されている盛土平坦面に､ 2000年8月12nlX

30mの方形区(a)を設置し､ 2m間隔のグリ

ノ卜に分けた(Flg. 1)(本研究では樹高50cm

以下の個体を椎樹､樹高51cm以上の個体を幼

樹と定糞して､以Fの調査を行ったD 200111:I

11月から12月にかけて､この方形区内に分布

していたアカマツの幼樹について樹岳の測定

および樹齢の推定を行った｡さらに､この方

形区内の北よりの-一部分(h)の12mX12mに

ついては､アカマツの幼樹ならびに椎樹の樹

高測定､および樹齢の推定を行ったo樹齢は

枝の位置と根元近くの部分については実生の

高さから推定した′
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Solld clrCles sholl the locatlOn Of mother tl､eeS

あった｡

結果および考察

調査方形Ig_T司辺のアカマノ母樹は全部で37

本あり､そのうち移植木25本の平均樹高は

6 61,.､ ･7,･均1)BH(胸高直往)は18.8cm､新植

木12本の汀,:均御岳は3.2m､平均DBH7,3cmで

調査区内での7カマツ椎幼樹の分布を2

×2mのグ7)ソド単位でFlr:.2および

3に示した｡アカマソ幼樹は調査区全体(I

×30m)で261本出現し､おもに付則に

しており､もっとも多数.1J,現した2mグ1)
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にしている､その消失要Ljt=二ついて陶

山･中村(19881は､虫害､蛇煤と:(.ち

枯れ病および被陰によるとしており､

相対照度15%以下の条件では秋まで什

存できないが､相対照度27%では的

●　20%の芽生えが秋まで生存したことを

明らかにしている｡今回は調査時期が

11月であったことから､当年生実生の

定着に及ぼす光条件の影響については

不明であるが､調査時にはすでに多数

の実生が枯死していたものと思われ

る｡

内藤(1984)は宮城県においてアカマ

ツの実生の分布を母樹から方位別に表

し､母御の風下側(東側)40m付近で実

生の密度が最大になることを報告して

いる｡富山県の場合､北アルプスを越

えて強く吹き降ろす南風が多く､この

影響を受けて母樹の北側に椎樹が架Lf'

[:lHr 3 The dellSltl OfI,川HS d`7"SUJlo,aseedllngS ln the　分布したものと思わjtるコまた､アカ

stlb｡uadrat (I)) S)mbols are shown ln ng 2　　マソの植栽区域内では北側および東側

の母樹が最初に移植されたにもかかわ

トtJ,)では50本あった(FIHf. 2) 261本の幼樹

のうち､調査【メ.I)の部分には22本出現した〕

また､アカマノの椎樹は調脊IJ(二bH2m X

12nl)において629本LLtJ,規し､け樹に対して北

川に肘L･する帆F')がみられ､もっとも多数出

JlHノた2 nlクリ/ 7､で44本.Ill.税Lた(FILl. 3)-

アカてソ幼机の酎TLL'.Y]は､1'-均117川(壊低

r)1川1､ Il主人216〔･m)で､ i;O〔m～lり()enlの個体が

もっとも多く48本であった(rllf1.1Lll　一方､

恥例は樹高20cm以卜がIFI主も多く:'91イ二､ 20eTn

からr)()川までの椎樹はLLL_.散に少なくなる

tl1-i,. 11'1これらの樹齢は:I,J]樹では3年か

LL,71Eで､r'1｢′lの個体が姑も多く(FIR,.5;1)､

印刷は111叶から5年′fで､ 2fTL′トおよび3

Il-･′!の佃体が芥しく多か-'たけ1g. 51))

l:(1.jlh ･中村ll988)で1 (川l｡1､h)tilIJ)989)はア

カマソ林lノ｣において7カマソの､l'1'Lr'･il:実年

は,秋までにほとんとLFrl火することを明らか

らす､その周辺部に椎樹はみられず､ 2回tl

に手引直された母樹の周辺で鼓机二椎樹の'7iilj

が始まったことになる｡これは北側の部分は

雨ノミ後に滞水していることが多いこと､林道

がやや欝閉しているために林妹が暗いことな

との要r)tlで､桂子が散布されても',正志できな

かったものと推測される｡浩子ト佐伯(1985)

はアカマツ実生の分布は水')-jt条什よりも光環

境に依存していることをLmらかにし､このよ

うなミクロサイトの分布が利臓の),ii掛二影py.秤

するとしているこ　調剤*_1･J近の地衣の状態は

1996年唄までは韓苔規が　▲Ezlil;被う以外ほぼ裸

地に)狂い状態であったが､1999勺:-にはナカヤ､

ヨシ､フタナ､メリケンかレカヤなどが侵入

しているのが確認された　アカてツの椎幼樹

を調査した際にもこれらのIJ洋本秤は軌箕して

おり､当年FL実生が少なかったのはこれらの

草本柄物の被陰による純化が考えられる　さ
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Flg 4　Helght class of Pmus denslflora sapllngS (a) and seedllTlgS (b)

らに､同じ3年生でも椎樹と幼樹とがあり､　　　を導入することが望ましいとき

現在幼樹に成長している個体は初期に定着　(大野1994)､短期間に多数の植物を集めZj

L､椎樹のころに草本による被陰の影響をあ

まり受けなかったために成長が速かったもの

と考えられる｡

本来､植物園の植物は出所が明らかな個体

FILiT 5　Age class of PuluS denstflora sapllngS (a) and seedlings (b)
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央博物酢のように同一県内の開発予定地の植
･卜を群落こと移植するという特殊な例もある

川｣柑199())｡当植物園の場合､造成前が緑

化センターであったことから､出所不明の樹

木に析らさるを得なかった｡しかし､これら

の移相木をけ樹として種子が散布され､自然

状態で7カマツの椎樹がみられる土壌の未発

連な場所と柄物園造成地が似た環境条件であ

ったことから､アカマノの椎樹が多数定着で

きたものと思われる｡

植物園なとの施設において､生きた植物群

落の遷移過程を展示している例は上述の千葉

県など極めて少ないものと思われ､今後様々

な植物園の教育普及活動への利用､ならびに

この林分の維持管理を考えていくうえで役立

つものと思われる｡

調査の際､富山県中央植物園ボランティア

の池田則章氏､桑原由光氏に御協力頂いたo

また､富LIJ大学理学部助教授和田直也博士､

富山県中央植物園長黒川jt/B博士には原稿を査

読していただいたo心より御礼申し上げる｡
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',A:1.1Lh県中火帥物(･如1AJr先FrLIll

中国雲南省での植物調査記録
-2001年調査行程と採集標本リスト

神戸敏成l'･魯　元学2)･田　代軒)･管　閑雲2)

1'富山県ril央柏物園　〒939-2713富山県婦負郡婦lTl町ヒ守野田42

2､中国杵学院昆明植物研究所昆明植物園　6502()JI Ll咽雲南省昆明市等を龍･弔

Notes on the Botanical Surveys in Yunnan Province, China
-Route and List of Dry Specimens Collected in 2001

Toshlnarl Godol), Yuanxue Luョ), Dalke Tlan2) and Kalyun Guan2)

1)BotanlC Gardens of To)anla

42 Kamlkutsuwada. Fuehu-machl, Ne1-gun. Toyama 939-2713. Japan
2)Kunmlng BotanlC Gardens. Kunmlng lnstltute Of Botanyl

ChlneSe Academy of SclenCeS,

Hellongtan. Kunmlng. Yunnan 650204, China

Abstract As a JOlnt Study between Kunmlng lnstltute Of Botany･ ChlneSe Academy

of Sc.ences. Chlna and the Botanle Gardens of Toyanla. Japan, f.eld surveys ln Yun-

nan provlnCe Were Camed out lnJune andJuly ln 2001 The route of the surveys are

shown ln Flg. i. Through the surveys, the followlngplantgroups were malnly

obsel-red Begoma and GesnerlaCeae ln the flrSt trip (to Honghe and Wenshan on

June 1-101. Begoma, GesnerlaCeae and Ottella aCum71ata ln the second trlp (to

xIShuangbanna and Honghe on June 15125) and OtteLta acu"mlata ln the thlrd

trlp (to LIJlang and Dalュ 0nJuly 4-10)･ The dry speclnlenS collected thr()ugh the

suI･ve)S al･e kept at KUN (original) and TYM (duplleateS) The llSt Of the speclmenS

IS Shown ln Table 1.

Key words botanlCal surve), Chinese Plant･ llSt Of dr) speclmen･ Yunnan Pro､･1nCe

雲南省は北緯21~8′から29つ15′､東経97こ31'

からtO6 11'の中国南西部に位置し､ミャン

マー､ラオス､ヘトナムと接している｡面積

は日本とほぼ同じ39.2万平方メートルで､省

都昆tlJHま標高1.9OOnlの高原にあり､一年を

通して紹ヤかな気候であるため｢春城｣と呼

ばれる'j壬Ii]省の標高は最も低い町である河

I tの76.4日1から6,740mの梅里雪山(徳欽)ま

で6.OO()mlリJ二の差があり､気候帯は熱帯か

ら鳥目捕まであるこ　そのため､中国に分布す

生植物が生育し､植物の宝庫と称されている｡

雲南省は日本と同じ日華植物区系と呼ばれる

同じ植物区系に属し､日本と大陸の柄物

係を探る上で非常に重要な地域であるQ

今回の柏物調査は中国科学院昆明植物石

所と富山県中央植物園との共朋牙究の

して行なった｡

第1匝】調査はシュウカイトウllr3317(B(フAJnJlld)

主にイワタハコ科((;es71erlaC(,ae)な
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FIR, 1 ㌧I<L‖l r()tLteS and ()bser＼atlOn SI【ES ()rbotanLeal sul-＼ビlS 】n Yuzlnan ProヽlnCe ln 200t

FILt,しい.lP See()nd trll)-I- ---- Th)rd tIlT)一一1

に'l!三rhノ恥を†火部の帯L.吋州､丈山川の植物調食

を7Jなったげ1LT､ 1.2)｡シュウカイトウ属で

はlhll,rS''"LlH TrlmLlh (F.i, 2-2)､ B tathu_t･'Lllα

ltLl111､1 (t･lLir､ 2-こう.日､ H A,lEtlluq177L,eJlSIS S ll

日日iLnHT L.L Shul (HLr 2-:'∫･､ 2OOO年に毘明植物

俳'Jtlr)Tのクループにより発見された新種(FIE.

2-())なとが仰..LJ.された.イワタハコ科では

lfh''l''J''lh'lHZH小tLHhluE,JZSl.S (F】-aneh ) 11乙tnd

M`L〝 ､`11日‖川日付】.L, 2-7)､ FI…まbo',('l,sis

I,川LlZnノ,rtl(I t‖ ＼＼ Ll) ＼l T Wan岩 (Flfi, 2181

なとが確認された-

第2回調査はシュウカイドウ属をi:.にイr)タ

ハコ科､海菜花(()llE,Lla u川nulはt'L ((;乙Wl叩)

I)a-1(】さ)なとを対象に芸南省南部のLl_qJ収版納

州と雲ri]省Til一東部の紅tH川･lの植物調兼をイjな

ったtFl.qS lこiJ　シュウカイトウ揃では球枇l-'l

のシュウカイトウ(j3 gl(in'ltsDt). Fl.i,S 3-I.2)

などが確認された　イ')タハコ科ではl'(Jmln',(I

lu/ps(川S (FrnnCh ) H L t3uru (FIL, 3-3)な

どが確認されたー　海業花は石FTt1-Bz･!一能潮で/r-ff
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を確認することができなかった(Fig 3-8)｡

節3 ll胴司射ま海菜花なとを対象植物に雲南

新北内部の酷江地区､大理川の調査を行なっ

た(FtL,S I.4)〉海業花は琵江(Flg 4-21､鶴

堰(FI紹 413)で生育を確認することができた

が､ rrlli蝶､人坪では確認することができなか

った｡

今回の調査で確認した植物はTable lの通

りである｡作製した標本は昆明植物研究所標

本fTil.T(KU＼)へ収蔵し､重複している標本は

富山県中央植物園標本庫(TYM1-収蔵したo

調査日程

第1回調査:紅河仰,文山川

(2001年6月1日-6月10日)

神戸.包･FH

6月111人開山調査のためF#辺-移動｡大

開山自然保護区事務所を訪問｡

6月2日　大岡山自然保護区事務所の張樹学

さんの案内で大囲山自然保護区調

査o

6月3日　塀辺田辺の調査を行いながら河口

へ移動C

6月4El .lnTの市場調査,

6月5日　仙洞辺､古林苫(馬関)周辺を調

査しながら馬関へ移動｡

6月6日　馬関周辺を調査しながら麻栗城へ

移動｡肖波さんの案内でベトナム

国境付近の調査｡

6月7日　肖波さんの案内で琳栗披下金山の

調査C

6J18Fl　麻栗城周辺を調査しながら文山へ

移動,U三ヒ市場を調査し､弥勤へ

移動｡

6)】9H Ll]龍洞(弥勤)､大水畳(石林)の調

4f:っ

6月】0｢1昆明へ移動っ

第2回調査:西淡肋納川､紅ir州1

(ZOO1年6月15F】-6 J125日)

神戸･壱

6月15日　思茅へ移動｡

6月16日　基諾Iuの調査を行いながら何故版

納植物園へ移動｡

6月17日　師煙硝さんの案内で何奴版納脚勿

園周辺の調査(

6月18日　西双植物附の調査し

6月19日　劫臓へ移動し,周辺の調査o

6月20日　調査を行いながら競浜へ移動｡

6月21日　中国医科学院の薬用植物園と熱帯

作物研究センターの花井園の調査D

6月22日　野生象保護区の調査を行いながら

思茅-移動｡

6月23日　調査を行いながら元itへ移動｡

6月24日　石F#異能湖の調査を行い､玉渓

移動0

6月25日　昆明-移動｡

第3回調査:麗江川､大理州､内山

(2001年7月4日-7月10日)

神戸･魯

7月4日　琵江-移動｡

7月5日　玉龍雪山岡辺の調査｡

7月6日　異能揮周辺の調査亡,

7月7日　鶴慶の調査を行い､大理へ移動D

7月8日　河海周辺の調査｡

7月9日　昆明へ移動｡

7月10日　西山の調査｡

標本の同定を

所の李錫文教授及び李恒教授に感謝の意をヲ

します｡



48 Bu‖　t3ot Card Toヽanla

Flu, 2　Phot()Lmlr)tlS tこIken ln the flrSttrlP　2-日Memberolthe rlrSt trlP　212) V乙lrl(川､ lUこl｢

tH)es ()r Bt,q(J71m ….SlL()LnHl.】llSLlh ln Ptngb】an　2-3) Flel(1 rest,at~Ch ()f a nとItl＼L, PhLILl ()r

13 ,,Ll/叫.(LJm IIenlSl ln Pltlgbl`111 2-4) H ''Lth(l∫l(捕(I Hems) 1n I'lngl)I;111 21r') Fブ(,ltlJ川

(/‖ztlE,71… S ll lhl乙inL,ぐl Shl】1 2-6) 1 new sPeCleS (Jr Hex()117lL deseo＼er(I 1n 2()()() 2-7)

llh(,lJ(),,Lh(川川()♪… Cl川丁川SIS (Fz-`HICh Hhnd lllaZz ㌧ar r‖wJ2373 )n Mこ111I)() 2-8) I/川Zl

lTnt,()/>t" Eml,i,lLWPul(I (17 ll LIT l＼'T l＼ang ln MaHpo



MLlrCh 2002　　　　　　　　　神F他　2001年雲両省植物調査の記事読

FIL'3 Photographs taken ln the see(In° trlP 3-1) Habltat Of Begonlagra71dlS ln SlmaO 3-2) B

gγa'1(Its Dr)･ 1n SlmaO 3-3) paraboea rufesce71S ln Mengla 314) sterculta Lalu･eOLata Car

ln Mengla 3-5) Canop), forobservatlOn Oftrop.eal Forest Ln Mengla 3-6) Tl~(,P･Cat

rot･eStln Mengla　3-7) Trenla aStaltCaL　3-8) AtShlPlngWhere Otlpl-aacl川も177aLa

(Ca卯eP ) Dandy e()uld not found



50

l'lLf 1 I,11｡t('LrrLl!'h､ tくIkLln 111 tlle th‖-(1 trlr) 4-I) I,り1aI- C】t､ ZIn(=m X】】(mLr＼tlビShiln　4-2) ()I

LI,LM 'J'LLH日日'I/'L (し;<1.qnL.I) ) DこIn小目1 I.1)1乙l】1 /1｢31 () (L川和HHl1[(L ((･(lLmL,I) 1 I)Zllld､ tn lIM11叩

･卜1 () 'L'lLHMHt'L lt(l'仰et)日)aI-(lヽ- S()】d川nl;ll kピー=l I)`11. 4-i-,) CI"=lllJ,lLS川上l"LlLLLLzLLHう

l lhl川1■､ TIHl川L, ′1-6) CLEW(Ills ()日,TrS''''muL Ft三川Ch日日.り】(,川1-7'lJ川日,Ll,I ,LlmJJZLl,LrlL

u ll ヽ川　し､I I '目し､､t 'Lnd l'pLnSSO日日F】くl】1L･h lll L)Jlan　4-8) ]'p"ltHttLm lー】.Ilneh l】1 1-1

日･川



＼I乙"-Ch i)り()2　　　　　　　　　　　神川也: 2()(日If 'jl‡摘'117直物調食の記録

｢｢ 檀ミ l 鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ��� 亦���l l 怜EB�ﾈ,b��苒�ﾂ�鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�1 l ��｢�ﾂ�ﾂ�l l 偖ﾂ�鐙�"���� ��l l l ��鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ� 亦��� 剄� 冤 l l l � 鳴�ﾂ���ﾂ��｢�l l l l l 膝��口 H 剪ﾚ"�亡､ :＼ -k キー ′′′ ニ ＼一 十 吋 鳴�i l 册:B�ﾂ��(爾�磁"�,ZB�&ﾂ���"��'B���"� 

i喜 jz 旦至 l 伝.㌔ l■= ;三 lつ 1.二 冓.⊥ �?��l 三E-:ご 貨三 富lTi-. 剌@ 準 �� ������ﾜr�三三 蓋≡ 真 幸と a ��蝶 亳��耳����� �ﾒ�ｲ�+�+����H*ﾒ� � ����6��}��nr�* 演 壬 � ����¥r�ｨﾒ�R�抹B�ﾂ� � 迄ｿ2���}����ユ｣ 仍ﾙ���&���?�� �� 
ナ1 倆G��■■■｢t 華】 劔劔剴汪� 劔劔劔劔⊥｣ i ����4ﾖﾂ�冒 

染三 �7ｺB� ��ｵBﾇ"���ﾗDﾄ�� �� ��守:1 剪�買三,三 】 剩｣ﾚB� 仆��劔劔劔凵�- ��Ⅲ茎 假�ﾒ�

+ご 〔エ] ��6��?��4r���?��?���こノ :ち こJ 二 ._▲= i 鳴���v｢�ﾃﾒ���"�+�+��i J 読 二 鳴�ｮﾈｷﾂ�こノ ご〇 二ノ 'j 二= こて 〇 'J; 鳴�+�8���S2�蔗�*ﾘ,"������,B���･Jj J= こノ ､勺 ⊂= 【13 V: 亦�+�｢�R���?��R�褸+��6r�≡ /こ ｢コ ��こて �����+��倅��?�｢�(+��*ｲ� 亦�l i こノ こノ i ⊂= 琵 -二二 刹` ��ﾈ92���ﾒ�+�6ﾒ�R�?���υ�｣ﾒ�8e��こ_∫ 二 _｢ _二 二~つ .__｣ 冤 l l …! �6｢�+�6ﾒ�｢�ﾈ���こl ､つ こノ ■二 二 帝}ｶ��l ･i鳥 :つけ ⊥.｢ 一己 剳�"�ﾄ｢�6B�Cﾒ��b�+�ﾂ�?�?��こノ eG C,I cG ~て⊃ ⊂｣ ,J ここ ��ｵC2��"�?�ﾋ��逸���B�⊂勺 ⊂七 千 a �+�6ﾒ�v"�������耡�$2�4｢�6｢�

_=,_〇 'J= く仁と 剪�土十 � 偵ﾒ�

I U ����ﾈ���≡ 鐙蓼����� 劔劔劔劔=) �+���

Li: �� ��劔劔�� �ｨ蔗�

l 冤 鳴�Cﾒ�$ﾂ����?��靈���"�?��cﾒ������2����+����?�?��l 1 l l 1 i J .1 ■二; ⊂コ '宗 ぐ3 .｢ ⊂= こJ ト ��������U ⊂) >く 〔上ュ ｢言 a ⊂古 二 .≡ = 【= :≡ ｣⊃ jg t= _て ⊂= こノ こ_ 鳴�ﾂ���&���"�┐�l l i 1 i i= S ニ 上 二 ≡ 【= =G l= i _二 ヱ JJ- 粕��v｢�ﾆ鳴� 鳴�ﾂ� 鳴�ﾂ�ﾂ� 剿���｢�冤 l l ��ー F i毒 倭 鳴�ﾂ�ﾂ�T2��"�kﾂ�*ﾘ,"����32�3ﾒ�*ﾚ2�J"������ｲ���粲2�I �.R�ｲ�&����ｲ������ｲ��ﾃﾒ���5"����Tﾂ��ﾈ�ﾒ������ﾘ5"�(5"�-����ｮ"�6｢�【⊃■ = コ二 二 ｣= 二1 bD i e l= くつ U 優｢�?����b�耳,"��ﾃ｢�耡�ﾓﾒ�H,B�靈���?��?���4｢���ﾒ�咤�E���蔗�Y?��υ����ﾄr���｢�l l i 1 i l+ ミ7 ≡ ⊃ i 5J: _⊥ ����������ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾖ8��～ 1 T- .こ L= くつ ≡ 亦�ﾂ�ﾂ�����ﾂ�ﾂ�ナ U ��｢�ﾂ���ﾃｲ�62�8h6｢�bL ,I > ■- ≠ 'J〇 〇 ≡ 二ノ ⊂= ._二 .二_ C '｢=l ニ C 【= I �����"�H爾�?���,B�+�����ﾒ��8�ｲ���(勺 鳴�,B�e2��ﾄ｢�����8,B����S2�鉉?��3ﾒ�e8ﾌ��苒�?��$ﾂ�?�?��旦 ui 名 望 

l i Li I �?｢��������;b�,h��ｮ)u��｣ﾈ��2�剿曝ｮﾆ��ｨ�ﾒ��ﾈ�ﾂ���$2��ﾈ�ﾒ�ﾃﾒ������劔l l 喜連 i;ち 害空 :ハ⊂= ._二二 一l｣l ∽(/〕 剪Z毛 毒t ■ニ < 刪齧S つ .二 = ∴こ こ _つ こノ ;≡ r乙 +二 コ コ _｣ 鳴�ﾂ�ﾂ�ﾂ�l (封に 冤 l l 【 I 1 亦ﾒ�ﾈ,B�ﾈ9"�ﾈ�"�ｶ��Tｨ���ﾙﾉ9��劔劔劔垂 ≡. 〔( 士 と妻 l 劔くじ くつ 一二 ｣､ ?; 檀 くq EL. 

毒ほ 

熊 冤S u: 【= _≡ ≠二 偵ﾒ�32�?�ｮ"�7�e2�ｳﾒ�?���∈ (q 竜 {= こ_ ��υ�6｢�r3 号 鳴��ｨ��･��┘Tﾂ��?����隶"������ﾃ｣｢�6･��.=⊂= こて㌻コ 剋O ��l= 千 凵ｼ=(≡ こて ,J⊃._〇 巳CヒJ. 二一 � 綿+��ﾂ耡� �+�+��ﾉ?���X�､｣ﾒ�ﾖ剃ﾄ｢���+Sﾒ�ｲｹ?���+��.t2� ��ｩ<R�⊂= ､二 二三 bD 亡 こ_ ��ﾃﾒ�逸��?�ｮ"�nr��ﾃﾒ�6･��l こ .≡ ,a ら(. f= こ_ 宙�����5"����ｳﾒ�【= くつ -= TIX ��≡ く1 名 亡= こ_ ����*ﾘ峵�ﾘb�e3ﾒ�6･��∈= .5: ,上⊃ ���ﾒ��ﾃ�2�褸�ﾈ�ﾒ�二 .つ _= bD L= ���ﾒ��ｸ峵�VSTR�+�� 

bG ■= a- 劔�7�ﾂ�8e��ヒ仁 二 EL 馳{2������?����6��Cﾒ� 劔lて ⊂: 劔劔劔剿┐��瀞�Tﾂ��･ヒぐ ⊂= CL. 

こ_ ��ﾊ2� 劔劔こ_こ_ 劍+����4ﾂ腟ﾂ��+��� 乃ﾂ��劍+���こ_ ��劔a- �8e�� 

∴ i 儡3 ⊂⊃ 1三 瀞��?�?��り�ﾂ��TT L二 ･二 ㌧ニ 堀�｢�ﾃﾒ���ﾒ�くこ､ _二 _二 (〇 册:B��ﾈ�ﾒ��ﾈ�ﾒ�R�D〇 ･二 =~ 三 ��(ｩ羇�_二 ⊂⊃ く♪ ��ﾈ�ﾒ�自?��i 二､ 十三 冤 二 ⊂⊃ くJ⊃ �-- ⊂⊃ q⊃ �?��ﾉ?���蔗� �4R�剪ｸ蔗�?���B� �?��)ｨ.���ﾈ�ﾒ�ﾂ�8ﾒ��｢簫�N くつ (.ロ 披�+�����ﾈ+��*ﾒ��ﾂ��㌫ (=ノ :､二 ���ｸ蔗�㌫ ⊂⊃ tD 儉I N ⊂⊃ (二 册:B����ﾈ�ﾒ�vH6｢�CO .ニ】 l壬 �"�ｸ�2��ﾂ��ゆB�≡ ∴三 �5尼�?�B�り�X�ﾒ�く血 

l
…
u
[
U
･
L
…
1
u
(
)
･
[
L
I
U
I
?
I
.
u
n
ン
≡
ま
-
三
二
C
J
T
…
ご
0
(
L
 
t
O
O
N
u
l
P
き
U
a
t
l
t
)
L
"
L
t
t
l
l
…
a
d
s
 
I
.
J
I
)
｣
(
)
T
S
T
1
-
a
T
(
L
t
u



N() 7Bull Bot Card To)ama
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富山県フロラ資料(6)

大瞭隆明】一･高木末吉2)

[-富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町1_酎1]42

21 〒933-()223富山県新湊市堀岡348- 10

Materials for the Flora of Toyama (6)

Takaaki Ooharal'& sueklehi Takagi21

I)BotanlC Gardens of Tovama.

42 Kamlkutsuwada. FuehLllmaChl, Neトgun. Toyama 939-2713, Japan

2)348-10 HorlOka, ShlnmlnatO C巾, To)ama 933-0223, Japan

Abstract : Through our recent fleld and herbarlum SurヽeyS, Seventeen taXa are

newl､, recorded as members of the flora of Tovama Prefecture They are !lgrostlS

aL･enaCea, _4. d川tOrPhole7托ma, BronuLS CO"umLtalus, I-eptochloa fltSCa, i l川川m'ta･

paspalum dtLatatLn'l, Pod com♪7.eSSa, Carex brachyglossa･ CI SCabrifoLla･ Cyperus

esruleTllus. CLemaltS aPufolta γar blteniala, Leptdlu"i latifol"川と, Malva ParvlfLora･

verbelta lltOraLts, Mentha sltal-eOLens, Sola711川l PtycantJuLnl and HILdbeckla trtlobu

speclmenS elted ln thlS paper al･e Preserved malnl_Y ln the llerbarlum Of Botanle

Gardens.f Toyama (TYM). the herbarmm of Toyama Selenee Museum (TOYA).

Or MaklnO Herbarlum Of Tokyo Metropolitan Universlt) (MAK)･

Key words ･ flora, new records, T()さama. Vascular plants

･[吉Ll雌のフロラに関する文献としては､富　　　にも､その富山県産の標本が保管されてい

Lll敗植物.誌(大円ほか1983)があZ) ､その後､

人uJ=996)などにより､いくつも追加される

柄物が挙げられてきた｡ここ数年においても､

中川(1999)､太Lu(2000､ 2001)や石娼(1999.

2000)､大悦(2000. 2001)なとによ:)､帰化

うナ頬群を含む新たな分類群が報告されている

のが現状である､

今lHL富山県新記録として報告する17分類

群は､いずれも富山県における生育の記録が

文献に記托されていないものである｡このr勺

のほとんとの分穎群は富山県産の標本を多く

収T抜する'tL,^･.-HrrfI外字文化センター標本庫

(T()YA)や,東京都立大学牧野標本箱(MAl(1

かったが､パケヌカホノ1grosLIS d川l()rPh()E川川

oh､日のみは富山市科学文化センター標本J

に他種と同意された標本が収威されていた

本報告で引用した標本は､特記しない【;li

富山県中央植物園標本庫(TYM)に収械き

ているo

1.ナンカイヌカポ:lgr''stzJMl,PlM√(,uJ

Gmel　イネ科

本種はオセアニアに分布する多年も■.-で､

(1988)が神奈川県に寝入したものを.妃3,克

て以来､兵庫県(藤本1995;小林ほか1998

岡山県(狩山･小畠1993)なと､から肖ま:I(き

ているC富山県の近隣地域および日本海側
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らのTtti;ETはないが､東京都立大学牧野標本館

には199(川に袖JHtTj.小浜市で採集された標本

(M八K 207′198)が収蔵されていた｡今回富Ih

I,L.I.･で確認したものはいずれも草丈30cm程度

で､そのl'-･l壬以Lに及ぶ特異な長い花序が特

徴的であ-'た｣同様の草姿を示すものとして､

人IlitH999)が.I:I.111県内での生育を報告したエ

ソヌカポ.l　"ILHELW111dがあるが､今回兄

い出したものは外花頴に微毛を敷き､長い空

があるなどの特徴があることから､本種と同

定した/Hr･]'卜flを確認した2カ所は互いに

約5 km練れた裾iBlELの抑l卜敗であり､増水時

には冠水する砂'firの半裸地であった.いず

れの場所でも何体数は少なくはなく結実状態

も良好であり､ /,h後水流に乗って神通川下流

域に′L:朝地を拡大する可能性も考えられる｡

参考標本:輔f/i,郡婦中町塚原神通川西岸

tFltlll放,人肌;糾1, 2000. 6. 1 (TYM 6676) ;

:J･,lH'iJ,lr川,,川｣町塚J三;lt神通川西岸河川敷,大原

隆明, 2000.(; 1 LTYM 6677) ;婦負郡婦中

町塚Jl;(神通川仰L.モ河川敷,大原隆明, 2000.

7.9 (Tl-M 6678)こ婦負郡婦中町青島神通

川西ILJ.三州lI敷,大原隆明, 2000.6.15(TYM

667〔日.

2.パケヌカホ1g7lJSLISd川10rPhoEe7mHla

ol川l　イネ円

本種は1～):i()11ミニ神奈川県箱根町で兄い出さ

れた交稚相と推測される多年草(Oh､､1 194日

で､神奈川LIT-lI(ィ､場2OOl)､兵庫県(藤本1995;

小林ほか19981､ 11､方.i]県は刀掛1999)なと

終地から巨riI-,一があるほか,東京都立大学牧野

標本flE'.HIは'lE;･;Iu,itL/L.ミ(M AK 281058) ､青森県

(M▲＼K 30:3/1,131,I′l(の標本が収蔵されているな

ど､規/王三では/t､川的に産地が広がっているよ

うである1.E二･.LhLt.しの近憐地域では､長野県(白

Jl 1997)から‖Ll録がある｡今凶富山県で確

.Ⅰたしたものはいずれも草丈5Ocm程度で､ -一見

したとこ7'コヌカクサI glgaulpaR｡thによ

く似たもcT)であ一)たが､ IJ.]化,;,FlはJIEj月著で､

化ll･･I･にイJ11-の′ト他と.唯巳の小穂がf昆fl三する

特徴があることから､本種とI口はした- /沖l

生育を確認した場所は卓の通行が比較的多い

路傍であり､シロツメクサやコメツフツメク

サが目立つ半裸地であった｡個体数は少なか

ったL7　また､富山TJJ科学文化センター標本雄

に収蔵されているヌカボ横の標本を調来した

ところ､ハケヌカホと同定された標本はなか

ったが､コヌカグサと同定された標本の中に

本種と考えられる富山市産の標本けnl'A

30929)が兄い出された二

参考標本:新湊市有磯,高木末,7㌧大原隆

明, ZOOl.6 10.(TYM 6680) :富Lll市1山本フ

ァミ7)-パーク,太Ff】道人, 1989. 7.ll(TOYA

30929).

3.ムクゲチヤヒキBlnmけSL･()mmlEEatus

schrad　イネ科

本種はヨ一口ノバに分布する　一年草で､日

本各地での浸入が報じられており､富山県の

近隣地域では､石川県(小牧1987)､福井県(福

井県植物研究会l'J98;渡辺1989)､長野県

(白井1997)の記録があるが､それほど多い

ものではないようである｡今回富山県では､

県中央部の7ヶ所で生育を確認したが､その

うち小杉町の2ヶ所を除く6ヶ所は河川沿い

の草地内であった　本種によく似たものとし

ては､カラスノチヤヒキB S〝alU川Jl.およ

びススメノチヤヒキB ]aP州IrlL5Thunbが既

に県内から雑!#されている(大Etjほか1983)

が､今凶兄い出したものは花序枝が小穂より

短く､外花頴は顕讃な空があり楕Pj形､良さ

4n.m程度でギ狭しても内側に巻き込まない,栄

鞘に聞出する軟七が譜生することなどのqllJ徴

があることから､本種と同定した､､今Iul確認

したものの)(t'はLl.'f_丈30-50cmと小FiJで熱し

ても小結が色つかないタイプであったが､神

通JiL河L]部分で蜘nfT,享された個体は全て草丈が

1 n.近くに逐するノJflLlの個体で､掛lElに小穂

が濃い赤紫色に色-)くものであった　いずれ

の集団でも個体数は少なくなく､ /｢綾さらに

'1滴地をIi;けるここがjf･恕されるし



＼lLllelH()り2　　　　　　　　　JJl註,汚水'61.'LllL,FJ.フロラ糾い6'

参PJ-fl賢本: WH/州婦中的ド吉川井田川高

州橋.ノJlit脚lJL　20(〕() (5.18 (TIM 6681)

:如'TiJ川;婦小町卜.F.-川　附日日偶u]橋,大原

掛目, 2001.6　5.(Tl＼r6682);婦負郡婦

lllMr涼.L',㌧神通川仰'rl‥抑l慨,大原降明, 2OOO.

6.14.tTYM 6683).如l,fTlt郡婦rfl町探鳥神

立BlltLILIJFi圭-lLll川敷,大枚降目礼　2〔)00. 5.25･

(TYM 668LH :婦壬三川に婦･‡岬r塚原神通川西

jl,1-ln川敷,大原隆rlJ1, 2001. 6　4.(TYM

6685) :如壬川l;村中町有,鴇神通川西岸河川

敷, )(原降明, 2O()i.6.1 tTYM6686):吉

11】市苧島高砂神通川十手,高木末吉･大原

[:iHJ1, 2｡O1 6.ll.lTYM 6687) :射水郡小

梓町J仲.引く北陸屯)J東射水変電所付近,高

木来L-;-, 2001.7.ll.(TYM 6688) ;射水部

小杉剛古井7.1断崖472号批大原隆明, 20Ol,

6.8(TYM　6689).

4.ハマガヤLEJI'['''hlotL/ltSC(I (L ) Ku】-thイ

ネ科

本樺はアシ7､ヨ一口ノバ､ 771)カの熱

帯から暖温帯に分布する一年草で､ E]本では

やゝ

済綴三二,-

兵帝県(藤本1995).静rlllTJlj.しりJ/1本1984).人

阪府(大阪府種の多様性調査委Li会2()(仙l)

福岡県(福岡県高等学校′1桝1)r究会1975)

神/7,-i川県(森1988)なと人･l'-.(ヘルト地rr'J=か

ら報告されており､ '吉山L,I.しの.ii:憐地域および

日本海側からの報Iliはみられない,汀‖雌で

は､同属のアセカヤL '/llTL(7ZM (L) NLllSが

昨年度に報告されているりJi;1, 2()01)が､

回確認したものは小,5割まf主さ4mm以l..でタ

頴の先端に4つの鋸輔があるなとの11'J徴

記し､本社と同定した‖今【L.HA.ffを確認

ハマカヤが､それぞれ一面にTム大な群落を

成しているのが観察されたtFIL,. 1 )昨11--I

までも観察を行っていた場叶〔あるが､本

の生育は確認されなか-)たのにもかかわCi

FIL'I Hab1t Of LpF,to(hLou /usla Hl ShlnmlnatO Cltさ, Toさama Pl.erCeture

りtll) 23. 20011
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62 Bull Bob Card Tolama

rtg 2　A part Or lnrlorescences of Leptochloa

lt7mW71-%a ln Toyama Prefecture (TYM

6691) Se;TIC lnd)cates lcm

深いo

参考標本:新湊市海壷町海浜埋t/_地,高

イ二木!.--, ZOOl. 7.23.rTIM 6690).

5.二セアゼガヤ1_(,Ptl,'hZoa H71me',=a (C

T't･(､sl日lltChc　ぐtChaSe　イネ科

本椎はアメリカに分布する多年草で､愛知

LJ,㌔(杉本1982)で碓nlL'.されて以来､神奈川(森

1988)､岡Ll雌(狩Lh ･小宅1995)から報告さ

れているに過ぎず､国内ではまだ少ないもの

のようである｡ '[.-a.山県の近隣地域およびE]本

.祉側からの幸紺.･はないし　今回富山県で確認し

たものは　一見したところ､ [二述のハマガヤの

JHiの一Fn'一い脚体に似たも7)であったが､外花

74日まl長さ3m,n以卜で先端7) 4つの鋸歯がやや

イ叩川亡であることから本性と同定した(Flg.

2)確認された場所は仁),Lのハマカヤの生

fr地と1ゝくIUJじ場所であり､狩Llr･小畠

､ 1り!).lj)が述へている桝‖LJLl.1/i-Lの場合とlFJll黄､

ハマカヤ群落中に少数の個体が混在している

状況であった｡

参考標本:新湊市海竜町海浜捜､▲r_地,高

木末吉, 200】.8.10.(TYM 669日.

6.シマスズメノヒエPasf,aLz川HLZlulatum

p()lr　イネ科

本種は南アメリカに分布する多年草で､日

本では本州以南の各地から報告されており､

富山県の近隣地城では石川県(望見1983 ;小

牧1987)､長野県(横内1984)､岐阜県美濃

地方(岐阜県高等学校生物教育研究会1987)

に記録がある｡とくに岐阜県美濃地力では在

来のスズメノヒ工をしのく勢いで生育地を広

げているという記述がある(岐阜県高等学校

生物教育研究会1987)o　これまで富山県内で

は本属の植物としてはススメノヒエP thzLli-

be7gHKunthex Steud, (大田ほか1983)とテ

クゴスズメノヒエP dlStlChzullL ＼ar　川

(llltumSlnnerS (大原1997 ;太田1997)が知

られているが､今回富山県で兄い出されたも

のは､長い顕著な地下茎がないこと､花序枝

は聞出しやや垂れ下がること､ ′｣､穂は良さ

3lnm以して緑に白長毛があり先端はやや尖る

ことを確認し､本椎と同定したo今回′仁否を

確認した場所は上述2種と同じ新湊市の海浜

埋立地であったが､個体数は少なかった｢､

参考標本:新湊市海竜町海浜捜音.地,高

木末吉, 2001.9.8.(TYM 6692).

7.コイチゴツナギpoa`omprt･ssuL　イネ科

本種はヨ一口ノバに分布する多勾=一手で､ H

本各地での侵入が報じられており､ 'rr訓ILL.i-の

近隣地域では､石川県(小牧1987)､新掛E,1<(l也

上･石沢1986)､長野県(白井1997)からF.Ll

録がある)今1日]富山県で確認したものは､長

い根茎が横走し､梓は著しく偏平であること､

花序は短く直立することなとの特徴(FIFl.3)

を確認し､本種と】司定した(/今lUT'卜.fJ--を確認

した場所は神通川/0日Il敷の低業E1.-.-I,qtJ勺であ

り､シハZ''_vsl(I ](L♪oulL'L Steu(1ヤクサイ/‖′l

川S i(,12"lSWl目しlt}n　なとtと共に′卜fTJしていた



＼Iarch 2〔)02　　　　　　　　　大原･.烏A木: Tr17lIJ県7ロラ資料.6I

FIピ. 3　Poa co711Pressa collected ln Fuehu

Town, To)･anla Pl-ereCture (TYM

6693) Scale tndlCateS 5cm

が､個体数は多いものではなかった｡

参考標本:婦負郡婦中町青島神通川西岸

河川敷,大原隆明, 2001. 6.23(でYM 6693)･

8.アメリカミコシガヤcare.I-brachyglossa

Mack　カヤツリグサ村

本種は北アメリカに分A''する多年草で､勝

山(1992)が神奈廿県川崎市に侵入したものを

報告したのが日本における最初の記録であ

るo　この時には本種はC川If･17LOtdeaMlehx

に当てられたが､勝Ut(2001)はその後神奈川

県で兄い出されたナカハアメリカミコシガヤ

にこの学名を当て､本種をc brachyglossa

Mackに改めているo今回富山県で確認した

ものは･見したところ､ミコシカヤCIWulO

carouMとIXlm　やミノホロスケc albataBoott

を思わせるものであったが(FIヂ.4)､芭葉は

少数で短い､茎は直立し､下部の葉鞘の腹面

に顕著な横敏があるなどの特徴があることか

63

Fig. 4 1nflorescences of Carel･ bracil_Vgloss

couected ln ShlnmlnatO Clt), Toyam

prefecture (TYM 6694) Scale lndlCat∈

1cm

らアメT)カミコシガヤのクループに属する

のと判断し､さらに果胞は長さ3mm程度で

卵形であることやほとんどの紫は茎よりも

いことを確認し､本種と同誌:した〕今回生

を確認した場所は前述のハマカヤ等が兄い

された場所に隣接する沿海坪;,地のやや湿

な部分であり､ところどころに点ll二してJi:

するのが観察された｡

参考標本:新湊市海王町海浜埋17_也,

原隆明･高木末吉, 2000.6.10.(Tl

6694).

9.シオクグcarexscabrVotlaSteud　カヤ､

リグサ科

本種はE]本日と海道一琉球)､朝鮮半島､

国に分布する多年草であり､富山県の近隣

城では､石川県(里見1983;小牧1987)､

井県(渡辺1989)から記録があるほか､ rl

海側地域では新潟県以北の各県が耗地とし



Bull BoL Card To)anla

Ftg 5　Caret･ sc(Ll)JVolta L･Ollected ln Takaoka

Clt). To)之Inla Pretectut･e (TYM 6695)

Seale lndleateS 3cm

挙げられている(L野199日C　今回富山県で

LI-_帝を確認した場所は､海に注ぎ込む小さな

Jlitれの波打ち際にほと近い部分で､　一見した

ところ､ ),引川の砂L,fモ部L)ナに多いコウホウシ

ハC I,1川Hla Ttltlnbの人frlLl個体を思わせるも

のであったが､ r'.-[丈が3()(･mlリ､卜と著Lく大型

であるのに1)‖え､果胞はL卜邦で急に細くなる､

側/卜の雌什′｣､穂はFLL一に雌jtて着くなどの特

敬(FILl.r))を碓日だし､本種と同志した　本種

はilET1-水の出入するlL･[畔なとの湿地に生育する

とされる(.ET:‖1 1‡)58)が､このような環境が

捌発などにより減少しているためか､沖縄県

(/lLl縄LElj.環境保健部tl然了毛讃課1996)や大阪

府(人阪Fi-f稗の多様性調査委員会20001))な

と本師を絶滅の危険がある植物に挙けている

地域もあるr　人l_一転7LrTl一幸がF1.13-い本県において

も､ィ､4,TIC)′r fTに適した環境は和めて少ない

のに加え､ /,､[‖l兄い.LJIEされたL']/t地において

も個体数は限られており､絶滅の危機にある

植物のひとつであると考えられるへ

参考標本:高岡市伏木国分1.JJH　川/J)htlT.,

大原隆明, ZOOl.6.10.(TYM 6695).

10.ショクヨウガヤツリ　C_vpwltSLWlilmLl'S

L　カヤツリグサ科

本棟はtti･界の熱帯及び温帯にlよく/JJhl1fする

多年草で､森uH1989)が石川県, 1Ii)木LL.7{､ i;1-

都府への侵入を　記録して以来､神奈川LF,lHJヒ

川･堀内200日に記録があるほか､如;(縦､EL

大学牧野標本館には東京都(M:lK 273′1371で

高知県(MへK 279821)で採集されたW..日工が収

蔵されているなど､温暖地を中心とした日本

各地に侵入しているようである｡ /HijT't:FHlEL,I.(.

で確認したものは草丈30-50crn程舷に成kし

たもので､ハマスゲc T0lull(L7tSLに似るが､

′ト穂の鱗片は黄褐色で小穂軸に刺七があるこ

とを確認し､本種と同定した｡今LUlJl:_ffを仰

認した場所は前述のハマカヤ等を確認した場

所と同所であるが､本種の生育部分は絃燥化

が進んだ土の固い部分であった-規/E三のとこ

ろ個体数はあまり多くはないが､本棟の特手放

の一つであり繁殖手段である塊茎が形成され

ているのを確認したことから､今後の動態に

注意が必要な柏物の　一つである

参考標本:新湊市海竜町海浜理､■′地. lL::JJ

木末吉, 2001. 7.25,(TYM 6696) ;新湊山

海竜町海浜埋立地,高木末吉.人7才那J'iH)I.

2001. 8.28.(TYM　6697).

1l.コボタンヅルCl…atLSnf,ll/OIMI)C ＼`ll

blEenlalaMaklnO　キンポウケ杵

本分類群は本州の関東地方及び中部地)jに

分布するとされる多年草であるが､秋=県=)'泰

原1997)やLl｣形県l結城1992)なとからも,.亡

録がある｡富山県の近隣地城では､イllEILl.lJJl

川県地域植物研究会199ノ日､岐t.iL,L.i.-(帖I,= LL.㌔

高等学校生物教育llJF究会1966)､に野L,i.r:(4H

田1977)から記録がある′ /jh.ll･1'i･:lIlLr.して′Hl

を確認した2ケ仰よいずれも神j境目HJ卜〝iLの

堤防斜面部分であり､柴が2[1113出蝕葉であ



＼hrch _)り()_)　　　　　　　　　　　大頃･ rrL.]木/富山県フロラ奇利【6I

I:lg 6　Cle711allS aPilfolta l,ar bileniala co1-

1ected ln To)ama Clt). Toyama Pre-

rL,Cture (TYM 6698) Scale lndlCateS

5cm

ることを確認し本分類群と同定した(FIE.

6)r )左横変種であるボタンゾル､,ar aplt/0-

lLtLは'.r吉LlけrT{内の平地､低山に広く分布して

おり(大田ほか1983)､富山市科学文化セン

ター標本庫にも多数の標本が収蔵されていた

が､コホタンゾルに当たると考えられる標本

は見られなかった｡これから推測すると､本

/)ナま朗群は県内ではあまり多いものではないと

riT.われるが､今回生育を確認した場所と同様

の環境を探索すれば各所から兄い出される可

能性が高い｡

参考標本:富山市新保神通川東岸堤防,

LlJ本清美.高木末吉, 2001. 9.13,(TYM

6698).婦1,号郡婦中町塚原神通川西岸堤町

人蝶隆HJ3, 2001.10.24.(TYM 6699).

12.ベンケイナズナLeJnd相即l lall/0/tu"lL

77ラナ村

本椎は欧亜大陸に分布する多年草で､三重

県(久内1961)で初確認されて以来､ JiこF'.5

(久内1964)､岡山県(柑Ff7 1969)なと太､1′

側のところところで見い出されているもの

記録が少ない植物のようであるo富山姑の

憐地域およびEl本海側からの報告はない′

rT_JJ富山県で兄い出されたものは､争.丈が1
- I:~:　　-.L .

花が集まって分花序を形成することなどの

から本種と同定した=今回富山県で確認き

た場所は､比較的最近に道成された国道の

傍で､北陸自動車道の小杉インターチェン

がほと､近いことからも交通量が多い部分で

る｡個体数は致株程度と少数であった｡

参考標本:射水郡小杉町青井谷国道472

線沿線,大原隆明,2〔)01. 6. 8.(TYM 6700

13.ウサギアオイM'Lll･a Part,1/lord Lアオイ

本種はヨ一口ノバに分布する多年草で､

本各地から侵入が報Etr]lされており､富山県

近隣地城では新潟県(池上･_･石沢1989)

記録されている｡今回富山県で兄い出さ

ものは､草丈が50cm程度に成長した花､

ともについたものであった｡同属の類似種

してはナガエアオイM.pusillaSnlや富山

内でも確認された七二バアオイc negle`

Wallrがあるが､今回兄い出されたものは

采の緑がキザギザとなり表面に明瞭な網目

があること､花は直径5mm程度と小型であ

こと､葉の切れ込みはやや深く裂片はやや

ることなどの点から本種と同定したo今回

LLJ県で確認された場所は､ JR貨物線沿線で

去に近隣に飼料倉庫があった場所であり､

辺にオオムギHordeu〃川ltLgar(,L γar he

sllCIwll (L) Aschやカラスムギ/1ue71a/a

し､モロコシSorghLLm blCnLorMoench

していたことから判断すると､飼料に

た種子が侵入したものと推測されるo

は致株程度で少なかった｡

参考標本:新湊市庄西町_二J`目　海岸沿l

の空地,大原隆明,2001.8. 5.(TYM 670り
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[:1g　7 lnrloT･eSeH1eeS ('r t′erbe71a lltOralts

eolleetC(】 1n Kosugl Town. Toyama

preleeull･e (TYM 6703) scale lndII

cates lc111

14.ヒメクマツヅラll,),')川ulitolallSH B K

クマツゾラ利

本棟は向アメリカに/Jjh布する多年草で､日

本では長い間沖縄県(孤島1971)のみで確認

されてきた榊物であるが､ 17壬近になって大阪

ITlfり(阪府椎の多様性調1tt委員会2000a)､神

(,iJll敗(城川　20Ol)とい/)た太平洋側の大都

rfJ近郊から1,1･人が純;trされているo富山県で

は本).rL,:の帰化輔とLてはヤナギハナカサt'

FけりzE111(,HSIS L ()＼川ほか1983)およびアレナ

ハナカサt JJll(LLllJl川SISVビ日(太田1998)の

2椎が知られておi)､ /HLl｣兄い出されたもの

は斗EJに後希を城川にLfJような印象を受ける

ものであった(しかし､花穂は3mm以下と細

く(ドll,. 7)､半や花り絹内に七が少ないなどの

斗Ij徴があることから本柿とrrl]詫したこ　今回Lf:_

ffを確認した場抑よrt,Lli梁川水の水路に沿った

斜面部分で､ 2000年に確認した際には個体数

が少なかったが､ 2001年には致メートルに渡

って本種が優占種となるほど繁茂しているの

が確認されたo　なお､岡山県では同じ学名に

ハマクマノゾラの和名を当てて報告している

(狩山･′ト畠1995)が､富山市科学文化セン

ター標本唾にこの名で収蔵さjlた岡山荘の標

本(TOYA 32675)を見たところ､今回富山県

で兄い出されたものと同･の形態をホすもの

であった｡

参考標本:射水郡小杉町仲高木,縞木人

吉･大原降明, 2000 10.13.(TYM 67O21 ;

射水郡小杉町西高木,高木末吉･大原隆明,

200】. 7. 2.(TYM 6703).

15.マルバハツカ　▲wL,Jlthu suallC()lp7tS Ehrh

シソ科

本種は放聴大陸に分布する多年草で､ H本

各地から侵入が報I'lL]されているが､富111県の

近隣地域の植物誌なとには記述がみられな

いC　一般的にはアソプルミントの名で知られ

る普遍的なハーフの一つであり､近年広く家

庭で栽培されている｡富山県では本橋の帰化

種としてはコショウハノカAIXplf,erltllL､

オランダハソカ⊥ll spICalaL(大田ほか1983)

およびナカハハノカlI lollgl/Plュa (L) ‖uds

(泉1988)の3桂が知られているが､今回兄

い出されたものは､花が集合した花輪が71-.い

に接近し全体として棒状の花穂となること､

柴は広楕円形から円形で撫柄､鉱が目立ち自

軟毛が多いといった特徴があることから本棟

と同定した｡今回生育を確認した3ヶ所のう

ち2ヶ所は神通川の氾濫原にあたる部分であ

り､このうち婦中町萩烏第日1では1999咋に初

確認して以来､毎年確実に生育両様が広がっ

ているC　本棟は盛んに根某を出して繁殖する

のに加え､枝の断片からも容易に発根するこ

とから､今後水流に乗って卜流域に広がるLTJ-

能性がある､

参考標本:富HJFl1 11福,人7,q':降l札　20()().

1.15. (TllI 6704)こ'L;･,HJzrrJJイ1坂苫IllJヒ人橋
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llLT'.jli神通川河川敷, rl石木末吉, 2001.8.6.

(Tl111 67O5) ;婦f'圭耶婦中町萩烏神通川河

川敷,ノく原r筏明, 20O1.日).24.(TYM 6706).

16.アメリカイヌホオズキムlolamHllPlJ･'an

t/‖川IDullal ex I)C　ナス村

本椎は北アメリカに分布する一年草で､日

本では付日日956)が17,T車県から得られたもの

に5,l dull,n(,(川… MILl　として報告したのが最

初の記録であるが､現在では　日本各地から

1I2人が縦;I.1･されているっ　今回富山県で確認さ

れたものは､富11雌中央植物園ボランティア

でl二rlJJ町在住の武田宏氏が生植物を当園に持

ち込まれたものである-/イヌホオスキ類は多

くの種板が日本に侵入しており分類や学名に

弘札がみられたが､勝山(2000)が国内で得ら

れた植物と海外の文献とを照合して再検討を

行っている｡これに従えば､今回持ち込まれ

たものは､尊は花後に或長せず､花冠は直径

約5mmで基部付近まで切れ込む､果実は7-

10mmの球形で艶がない黒色に熟し散状に着

く､果JjlilJIJには良さ1.5mm未満の種子が多数

あるほか′ト型の球状頼粒が4個以上あるなど

の特徴があることから､本種と同定される｡

本種は富LLl県の近隣地域では石川県(小牧

1987)､長野県(武井1997b)､新潟県(池上･

I;沢1986)から記録がある｡武田氏によれば､

/ト回生育を確認した場所はハナショウブ園を

作るために最近碓乱された場所であり､個体

数はあまり多くはないとのことであった｡

参考標本:中新川郡上市町白萩丸山,武田
I/;:A, 2001,1L21.(TYM 67O7).

17.ミツパオオハンゴンソウ　Rudbeckla lrl-

l()bu L　キク科

本棟は北アメリカに分布する多年草で､日

本でもまれに叔培され野生化することが知ら

れている｣富山県の近隣地域では石川県(里

見1983)､長野県(横内1984)から記録があ

る｡冨目脂とでは本属のものとしてはオオハン

コンソウII longT/nLuL (L) Hllds (大田ほか

t983)が知られているが､今回兄い出された

ものは､頭花は耐至1cm程度と小型で筒状イ

は黒褐色であること､花床の鱗片は鞭

端が急鋭尖頭になること,茎中部以卜の紫E

3小梨することから本椎と同定したn /卜回/

青を確認した場所は､神通川河川敷のう

やや11.alk潤な草地部分であり､佃体数は'1

った｡

高木末吉, 2001. 7.29.(TYM 67O8).

市科学文化センター主任学芸員の太田通人

ならびに主事の坂井奈緒子氏､ならびに東

都立大学牧野標本館の若林三丁･男教授に探

感謝申し上げます｡また､コボタンヅル､

メリカイヌホオズキの標本や情報をそれぞ
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富山県中央植物園研究報告投稿規定(平成13年2月10日改訂)

1.投稿資格

論文を投稿できる者は､瞭別として富山県中央植物園および富11脚直物公除けノトrJ-ク

を構成する馴弓脚を個の職員とする○ただし次の場合は職員外でも投稿することができる､
1 ) tilitll県中央植物園の収集植物または標本を材料とした研究｡

2 )研究に用いた植物または標本を冨山県中央植物園に寄贈する場合C

3)富山県の植物に関する調査.研究の場合｡

4 )編集委員会が投稿を依輪した場合｡

2.原稿の種類

原稿は英文または和文で､原著(Arttcle)､短報(hTote)､即日MISCLlllaneous)とする,

3.原稿の送付

原稿は､臥表､ IL,項を含め2部(コピ-でよい)を｢〒939-2713富山県:i.(.if的郡馴lllTr

l二轡ll142吉山県中央植物園　畢Hl　追｣宛送付する｡掲載が決定した原稿にはテキスト

セ-フしたプロノピイテイスクを添付する｡原稿､フロノピィディスクは返却しない1札

表､写真はあらかじめその旨明記してある場合に限り返却するC

4.原稿の採否

投稿原稿の採否l=は､査読者の意見を参照して編集委員会が決Jaする-編集委則壬が捌Ik

を認めたし]をもって論文の受理日とする｡

5.著作権

掲載された論文の著作権は富山県中央植物園に帰属する｡
6.原稿の書き方

1)原稿用紙:原稿はワ-プロを剛､､和文はA4判用紙に1行40字､ 1頁30行を怯唯と

するo英文原稿は:14判用紙に周囲3cmの余白を設け､ 1頁25行を標準とするC

2)体裁:原著論文の構成は以下の通りとする〇ただし短報､資料はこの限りではか､､
a　表臥著者名､所属､住所:和文原稿の場合は､英文も記す亡英文原稿の場介､和

文は不要こ

b.英文要旨(Abstl･aet)とキーワード(Keさ, words) :英文要旨は200語以内､キーワー

ドは10語以内としアルファへノト順に配列するo

c.本文:序論､材料と方法(MaterLals and Methods)､結果(Resulth)･考察(DISCuS→】(,】､)､

謝辞の順を標準とする｡序論､謝辞には見出しをつけないe脚注はmL､ない亡補助

金関係は謝辞の中に記すo

d.和文摘要:英文原稿の場合､表題､著者名､摘要本文､住所､所属の順で和文摘

要をつける｡

e,引用文献(LlLelatu.eClted) :著者名のアルファへノト順に並べる〇引用文献の衣,･止

については最近号を参照する｡

3)図表: lxj(写真を含む)表は即日･_がを=30×180mm､または65×180m以r勺とし, li;l-tL叫

のサイスは刷り上がりと同寸またはそれ以上とするo図はA4判の堅い台紙に貼り付け､

余白または裏に大地､著者名､図表の番号を記入する〇説明文はLxl衣にイ｣けるほか､す
べての説明文をまとめて別紙に記すeカラー図版は､編集委員会が特に必紫と認めたも

の以外は実費著者負担とする｡図表の挿入位置を原稿の右余白に指示する0

4)単位の表示:L釧苓単位系(SI)による○単位の省略形は単数形とし､ピリオトをつけ

ない｡

7.校正

著者校正は捌交のみとし､再校以降は編集委員会が行なう〇校IIEの段階での~文章等の公

吏は認めない､やむを得ず変更する場合は､経費を著者に求めることがある′

8.投稿票

投稿に際しては次の事項を記したA4判の投稿票を添える(次頁を参照)｡

Tlj著者名､豊･表臥137原稿の枚数(本文､臥表､それぞれの枚数)､ ･耳･ラン二ンクタイ

トル(著者名を含めて和文は25字､英文は50字以内)､ ①原稿に関する連絡先､釧｣刷希一

望数(50の倍数とし､実費著者負担とする｡ただし､部外投稿者には50部を柵料進L,]:-する)I



富山県中央植物園研究報告　投稿票(A′l)

著　者　名

所属のあるJJ- __M仙_ー｣

論文表題　｢て五一~-

--- --一十五一-

蝶　　　　稿　　　　　l対

表

ランニングタイトル

連綿先　住Irr.氏名

りt･紫の場介は代表者

別川り希YJ部数

(5()の1,'J1.敬)

図表返却希望:する･しない

携ポγ-をTrめて和文は25ノ寸■､英文は501才'以l勺

※仰のfE･mi鮎iJtをLi会で‖LI J't Lます

那(うち.lJj-r,tr)までは撫lLiL.日



Editor-in-Chief (編集委員長)

Syo Kurokawa. DlreCtOr, Hot Card Toyama

(黒川　避:富山県中央植物園長)

Managing Editor (主任編集委員)

Masashl Nakata, Rot Card Toyama

(中田政司:富山県中央植物園)

Editors (編集委員)

Tohru Ohmlya, Rot Card Toyama

(大宮　徹:富山県中央植物園)

Toshlnarl Godo, Bot Card Toyama

(神戸敏成:富山県中央植物園)

Toshlyukl Yamashlta, 且ot Card Toyama

(山下寿之:富山県中央植物園)

Reviewers (外部査読者､五十音順･敬称略)

The edltors are grateful to the rollowlng lndlVlduals for thelr COOperatlOn ln reVleWlng

one or more papers apPearlng ln thlS number

本号の原稿は次の方々の査読をいただきました｡記してお礼申し上げます｡

Yoshlkane lwatsubo, Toyama UnlV NaohlrO Naruhashl, Toyama UnlV

(岩坪美兼､富山大学)　　　　　　　　　(鳴橋直弘､富山大学)

Tateml ShlmlZu, Matsumoto Naoya Wada, Toyama UmV

(清水睦美､松本)　　　　　　　　　　　(和田直也､富山大学)

Kengo S()ma, Shlkl

(相馬研吾､志木)

Explanation Of Cover

Trans'tl｡■l hom Lh(. rollage te21日(Hhe hract ln MuseLEa laswcarPa (Ohm.ya)

(表紙の説明)

地涌仝蓮(チョウキンレン)の削垂柴から屯乗への移行｡ (大宮)



All inquiries concernlng the Bulletin Of the BotanlC

Gardens of Toyama should be addressed to the EdltOr

Sy() Kurokawa

Botanic Gardens of Toyama

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machl. Nellgun,

Tnyama 939-2713, JAPAN
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